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C O N T E N T S

地球をまわそう
それは地球を取り巻く問題に積極的に取り組み、科学の進化に貢献する姿勢です。
東京農工大学では、国際社会でリーダーとしての役割を担い、
持続発展可能な社会づくりのための人材育成と知の創造に邁進し、未来の地球をまわす人材を世に送り出していきます。

MORE SENSE
美しい地球持続のために

東京農工大学で夢中になれる 研究テーマを見つけよう！

工学部
22　生命工学科
24　生体医用システム工学科
26　応用化学科
28　化学物理工学科
30　機械システム工学科
32　知能情報システム工学科

34　大学院
36　 東京農工大学のグローバル
教育

38　キャリア支援／進路・就職
40　府中キャンパス
42　小金井キャンパス
44　CAMPUS LIFE
46　学生生活サポート
48　入試情報
49　オープンキャンパス

01　次世代の研究KEYWORDS
02　先端研究の現場REPORT
06　学長メッセージ／沿革

08　東京農工大学の学び
10　学部学科INDEX

農学部
12　生物生産学科
14　応用生物科学科
16　環境資源科学科
18　地域生態システム学科
20　共同獣医学科

次世代の研究 K E Y W O R D S
PICK UP!生物多様性

の保全

環境変動

A I
（人工知能）

スマート
モビリティ

V R
（バーチャル
リアリティ）

 p.03

P ICK UP! 再生可能
エネルギー

グリーン
ケミストリー

バイオ
マテリアル

 p.05

P ICK UP!

Data Science

データサイエンス
D a t a  S c i e n c e

膨大なデータから社会やビジネスの課題解
決につながる「価値」を見出すのがデータサ
イエンスの研究領域。工学部では、「AI（人
工知能）」、「VR（バーチャルリアリティ）」、
「スマートモビリティ」など世界が注目する最
先端研究に挑戦できる。 Life Science

Carbon Neutral
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脱プラスチック
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Environm
ent/Energy

環境・エネルギー
E n v i r o n m e n t / E n e r g y

環境・エネルギー分野は、東京農工大学が
全学的に取り組む重要な研究領域。特に農
学部では、フィールドワークなどで「生物多
様性」を調査したデータを分析し、「生態系
管理」や「生物圏環境保全」に役立てるよう
な研究が盛んだ。

ライフサイエンス
L i f e  S c i e n c e

ライフサイエンスとは、「生命科学」のこと。
生物学や生化学だけでなく、医学、経済
学、社会学などにも広がる学際的な研究
領域だ。農学部では、「農業生産技術」は
もちろん、「新興感染症」や「バイオテクノロ
ジー」まで幅広く学べる。

カーボンニュートラル
C a r b o n  N e u t r a l

「脱炭素社会」の実現を目指すのが、「カー
ボンニュートラル」の研究領域。「再生可能
エネルギー」はもちろん、地球にやさしい化
学「グリーンケミストリー」、生物由来の機
能性材料「バイオマテリアル」など工学部か
らも環境のテーマにアクセスできる。



スマートモビリティ研究拠点

ポンサトーン研究室

自動車による交通事故を未然に防ぐための「運転支援システム」を開発しています。研究の特色は、世界
的にも類を見ないほどのビッグデータを持っていることです。全国５拠点のタクシー会社に18年間、協力し
てもらい、タクシーに取り付けられたドライブレコーダーに残る映像から「事故リスクのある状況や場所」を
データとして蓄積しています。時間帯や天候、道路環境など、事故が起きた／起きそうになった際の周辺
状況やドライバーの反応を細かく分類し、そのデータに沿ってリスクを予測することで事故を回避するので
す。この研究は、AI（人工知能）の機械学習を用いたデータ解析に加え、センシングによる車両周辺環境
の認識、自動車のハンドルやブレーキを自動制御する技術など、工学のさまざまなテクノロジーが集積して
います。社会的にも注目度が高く、自動車メーカーとの共同研究も盛んな分野。人間と機械が協調した運
転支援システムを開発することで、交通事故ゼロ社会の実現に貢献することが目標です。

事故につながる状況をデータ解析し、
リスク回避の運転支援システムを開発する

Smart  Mobi l i tyEnv i ronmental  Sc ience

環境資源科学科 教授

高田秀重 
TAKADA, Hideshige

先端研究の現場 東京農工大学には、実にさまざまなテーマの
研究室があり、日々最先端の研究が行われている。
農学部・工学部の注目研究室をピックアップ！R E P O R T

スマートモビリティ
S m a r t  M o b i l i t y

自動車の安全運転支援システムや電動化
技術等、私たちの生活を豊かにする移動
の自由を支える最新のテクノロジー。交通
事故・エネルギー、さまざまな社会課題の
解決を目指した先端モビリティ研究が進め
られている。

さまざまなセンサーを搭載した
運転支援開発用実験車

機械システム工学科 教授

ポンサトーン ラクシン
チャラーンサク 
Pongsathorn RAKSINCHAROENSAK

脱プラスチック
P l a s t i c  R e d u c t i o n

ペットボトルやレジ袋などのプラスチック製
品を極力使用せず、再利用可能な素材に
移行すること。化学物質による環境汚染の
モニタリングや環境負荷の少ない代替素
材の研究・開発が盛んに行われている。

レジンペレットに含まれる添加剤の
長距離移動性を定量分析で証明する

研究室に集められた小笠原諸島やお台場で採取したレジンペレット

ドライビングシミュレータを用いて
運転支援システムの効果を検証する

実験室に設置された協調運転開発用ドライビングシミュレータ

大学院工学府
機械システム工学専攻
博士前期課程1年

新井乃理花 
ARAI, Norika
東京都立南多摩中等教育学校出身

インドネシア・ジャカルタでの現地調査の様子。運河の底の泥を採取して、
分析する

海岸に漂着した
さまざまなプラスチック

大学院農学府農学専攻
自然環境資源コース 
修士課程2年

松永莉紗
MATSUNAGA, Lisa
私立仙台白百合学園高等学校出身

水環境保全学研究室／
有機地球化学研究室
世界中の研究者と連携して自然界に漏出した
マイクロプラスチックなどの化学物質を調査
人類が合成・発見した化学物質の数は2億種を超え、これらの自然界への漏出が問題になっています。地球
環境は温暖化、生物多様性の現象などさまざまな人為的負荷を受けており、これらが限界を超える「プラネタ
リー・バウンダリー」への危機感も高まっています。私たちの研究室では、合成洗剤やプラスチックなど身近にあ
る化学物質が環境中にどのように広がり、生物に影響を与えているのかを調査しています。具体的には、フィー
ルドで海水や泥などの試料を採取して、有機汚染物質の環境中での分布と輸送過程、分解、堆積、生物濃
縮について、精密機器で定量的に分析しています。
これらの研究は世界的にも注目されており、現在は世界50か国の研究者や市民と連携して、マイクロプラスチッ
クに代表される有機汚染物質のモニタリングを行っています。これはInternational Pellet Watchと呼ばれる活
動として、18年間続けています。気候や社会経済条件の異なる国 で々調査を行い、結果を比較する̶。地
球をひとつの実験系として、環境の調査・研究に取り組める世界的に見てもユニークな研究室だといえます。

最近の自動車には、前方を走る車両に合わせて自動的に速度
や車間距離を調整する機能や車線をはみ出さないように支援
する機能が搭載されています。しかし、そうした運転支援システ
ムを使用すると、運転者は過信によって度々、前方への注意を
切らせてしまうことがあります。
通常であれば事故の発生につながるような行動ですが、市場
データによると事故は減っている─。このメカニズムを学術的に
解明することで、運転支援システムの効果を細かく知り、今後の
よりよいシステム開発につなげたいと考えています。
研究はドライビングシミュレータを使って行います。シミュレータ
内に高速道路を模したルートを再現し、被験者はその道を走
行。被験者には視線行動を計測できるウェアラブルグラスを装着
してもらい、支援システムのON・OFFによってどういった反応が
起こるか検証しています。シミュレータがうまく作動した際や想定
した結果が得られたときの感動が研究の原動力。誰もが運転
を楽しめるような技術を開発したいです！

プラスチックに含まれる添加剤による環境汚染の特徴、特に長距
離移動性について調べています。調査対象は、添加剤の一種であ
るベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤（BUVSs）です。2023年5月
にその一種が、汚染物質から環境を守る指針であるストックホルム
条約に追加され、注目されています。
調査方法としては、長距離移動性を検討するため、離島に漂着し
たレジンペレットを採取し、有機溶媒で添加剤の成分を抽出し、定
量分析します。レジンペレットは、プラスチックの中間材料で、工業
地域で発生し、海洋に流出します。そこに添加剤が含まれれば、レ
ジンペレットに乗って長距離移動した証拠になります。移動が国境
を越える規模になれば、国際的な規制・条約の必要性を示す科
学的根拠になると考えています。
研究に取り組む理由は、人々が長期的に健康に暮らせるような環
境を守るためです。環境科学の知識を持った上で、自然との調和
を模索し、地球環境の改善に貢献できる人でありたいと思います。

02 03



G r e e n  C h e m i s t r yA p p l i e d  M i c r o b i o l o g y

従来とは異なる新しい合成方法に
よってさらなる機能化へ

環境問題について、素材の面からアプローチする方法を学びた
いと考え、現在の研究室を選びました。現在取り組んでいるの
は、研究室全体のテーマであるカシューナッツの殻から新規の
バイオマスプラスチックを合成する研究です。なかでも私の担当
は新規材料の物性の測定です。例えば、素材に熱を加えたりし
て、どのような変化があるか観察します。合成したバイオマスプ
ラスチックは、時間が経つと変色してしまう課題があります。そこ
で、従来とは異なる新しい合成方法により課題を解決するだけ
でなく、さらなる機能化にも挑んでいます。植物由来の機能性
材料である強みを活かして、住宅の外壁のコーティング剤など
に応用できればと考え、変色の課題解決に挑んでいます。
応用化学の面白さは、生活に密着している研究である点だと
思っています。人々の生活を豊かにするための具体的なソリュー
ションを提案できる研究にやりがいを感じます。地球温暖化対策
に貢献できる機能性材料を開発し、実用化するのが目標です！

遺伝子機能制御学研究室
日本食には欠かせない麹菌に着目し、
タンパク質を生産する仕組みを解明する
研究の対象は、日本を代表する菌のひとつである「麹菌」です。麹菌はさまざまな酵素タンパク質を分泌
するという特徴を有しており、日本酒や味噌、醤油といった食品の製造に古くから利用されてきました。
麹菌がタンパク質を生産する仕組みを分子レベルで明らかにし、それを制御することでタンパク質の生
産量を増加させることが研究の大きな目的です。麹菌は食品に利用されてきたことからもわかるように
安全性が高く、食品加工や医薬品など幅広い分野への応用をめざしています。
タンパク質をたくさん生産するという魅力的な性質を持っているのにも関わらず、国内外を見渡しても、
麹菌を専門的に研究している機関はほとんどありません。そのため、私たちの研究室での発見が世界
初の成果となる可能性を秘めています。例えば、麹菌を研究することで、微生物の生命活動において生
じるストレスへの対処が、タンパク質を高生産する上で極めて重要であることを初めて明らかにしました。
このように、新しい生命現象の存在を解明できる点が研究のやりがいにつながっています。

農学研究院 応用生命化学部門
准教授

田中瑞己 
TANAKA, Mizuki

応用微生物学
A p p l i e d  M i c r o b i o l o g y

細菌、菌類などの微生物の機能を創薬や
新規材料の開発などに活かす応用研究。
麹菌による発酵食品の研究などもこれに
あたる。最近は遺伝子解析、タンパク質
の網羅的解析などの手法を用いた研究
も行われている。

顕微鏡で拡大した麹菌。見た目も面白い菌です。

麹菌がタンパク質分解酵素を生産する
鍵となるペプチド輸送体に着目

研究に用いる黄麹菌。培養期間によって見た目が変化する

兼橋研究室
サステナブルマテリアル研究グループ

生物由来の未利用廃棄物資源から
ユニークなバイオマスプラスチックをつくり出す
生物由来の未利用廃棄物資源から新しいバイオマスプラスチックを開発する研究を行ってい
ます。バイオマスとは「生物由来の資源」を指すもので、中でも未利用な廃棄物から得られる
再生可能資源を原料とするカーボンニュートラルな材料開発につながる研究です。バイオマス
の有効利用は、枯渇する化石資源の代替としてだけでなく、環境にやさしい素材をつくるイノ
ベーションとして注目されています。現在、カシューナッツの殻に含まれる天然の植物油から新
しい素材を開発する研究を行っています。この素材には、やわらかいことに加え、抗菌性、耐
熱性、紫外線吸収性などの優れた機能があり、その実用化が期待されます。これまでの民間
企業や海外の大学での経験を活かし、海外機関との交流や社会実装に向けた国際展開
にも積極的に取り組んでいます。
さらに、研究室では、グローバルに活躍できる研究者の育成にも力を入れています。新しいバ
イオマスプラスチックの基礎研究から社会実装を見据えた研究開発を通し、持続可能な社会
の実現に貢献していきます。

殻付きカシューナッツ（左）、精製した植物油（右上）、合成したバイオマス
プラスチック（右下）

カシューナッツの殻からつくった
機能性バイオマスプラスチック

農学研究院 農学専攻
修士課程1年

室町和花 
MUROMACHI, Waka
茨城県立土浦第一高等学校出身

グリーンケミストリー
G r e e n C h e m i s t r y

環境にやさしい化学のこと。生物由来のバ
イオマスプラスチックの開発、廃棄物を出さ
ない化学合成の工程開発など、環境に配
慮した化学で、持続可能な地球環境を実
現する研究分野。

応用化学科 准教授

兼橋真二
KANEHASHI, Shinji

大学院工学府 応用化学専攻
博士前期課程2年

西森彩水
NISHIMORI, Ayami
東京都立国分寺高等学校出身

麹菌はタンパク質分解酵素を生産することによって周囲のタンパ
ク質を小さく分解し、生命活動に必要な窒素を体内に取り込ん
でいます。ここで重要な役割を果たしているのが、「ペプチド輸送
体」という麹菌の体内にある機構です。私はタンパク質分解酵素
とペプチド輸送体の関係に着目し、麹菌が酵素を生産するメカ
ニズムを解明するための研究を進めています。麹菌のなかにある
ペプチド輸送体に関連する遺伝子を破壊し、分解酵素の生産に
どのような影響が出るのかを調べることが主な取り組みです。
研究に対して面白さを感じるのは、自分の仮説とは大きく異なる
結果が得られたときです。もちろん予想通りに成功した際には達
成感があるのですが、失敗してもその理由を考察する楽しさがあ
ります。研究を続けるうちに麹菌に愛着が湧き、その奥深さに魅
了されました。将来は大学で得た専門性を活かし、微生物を利
用した事業に携わりたいと考えています。研究職として、多くの
人々の生活に貢献することが目標です。
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東京農工大学  学長  

千葉一裕
1983年、東京農工大学大学院農学研究科農芸化
学専攻修了。企業における研究職を経て、1990年
より東京農工大学助手、2004年より教授。2014年
に副学長（イノベーション担当）、2017年に農学研究
院長を経て、現在に至る。東京都出身。

東京農工大学憲章
（抜粋）

「持続発展可能な社会の実現」に向けた課題を受け止め、農学、工学およびその
融合領域における自由な発想に基づく教育研究を通して、世界の平和と社会や自
然環境と調和した科学技術の進展に貢献するとともに、課題解決とその実現を担
う人材の育成と知の創造に邁進することを基本理念とする。

基本理念

科学技術系大学院基軸大学として、豊かな教養・高い倫理観と広い国際感覚を身
につけた、共生社会を構築して人類社会に貢献できうる先駆的で人間性豊かな指
導的研究者・技術者・高度専門職業人を養成するとともに、その社会的輩出に貢
献する。

教育

人類社会の基幹を支える農学、工学およびその融合領域に関わる基礎研究から科
学技術に直結する応用研究に至る「使命志向型研究」の遂行により、卓越した新
しい知の創造を推進する。また、持続可能な社会の構築に向けた、人と自然が共
生するための「科学技術発信拠点」としての役割を果たす。

研究

現在、世界では「持続発展可能な
社会の実現」が求められています。
東京農工大学では、農学、工学およ
びこれらの融合領域における教育
研究を通して、将来この課題を解決
できるような学生を育成しています。

学長
M E SSAGE

2005 年
大学院技術経営研究科（専門職学位課程）を
設置

2006年
大学院共生科学技術研究部を大学院共生科学
技術研究院に名称変更
大学院農学教育部、大学院工学教育部、大学院
生物システム応用科学教育部を大学院農学府、
大学院工学府、大学院生物システム応用科学府
に名称変更

2010 年
大学院共生科学技術研究院を大学院農学研究
院及び大学院工学研究院に改組

2011年
大学院技術経営研究科（専門職学位課程）を改組
し、大学院工学府産業技術専攻（専門職学位課
程）へ再編

2012年
岩手大学農学部・東京農工大学農学部共同獣
医学科を設置

2016年
グローバルイノベーション研究院（研究組織）を設置

2018年
グローバル教育院（教育組織）を設置
大学院農学府に東京農工大学大学院、岩手大学
大学院共同獣医学専攻（4年制博士課程）を設置

2019年
大学院工学府に東京外国語大学、電気通信大
学と本学の西東京三大学による「共同サステイナ
ビリティ研究専攻」（博士課程）を設置

2024年
創基150周年

東京農工大学の沿革

1874年
内務省勧業寮内藤新宿出張所を設置
　農事修学場（農学部創基）
　蚕業試験掛（工学部創基）

1949年
東京農工大学（農学部・繊維学部）を設置

1962 年
繊維学部を工学部に改称

1965 年
大学院農学研究科（修士課程）を設置

1966 年
大学院工学研究科（修士課程）を設置

1985 年
大学院連合農学研究科（博士課程）を設置

1989年
大学院工学研究科（修士課程）を工学研究科（博
士前期・後期課程）に改組

1995 年
大学院生物システム応用科学研究科
（博士前期・後期課程）を設置

2004年
国立大学法人東京農工大学に移行
大学院（農学研究科、工学研究科、生物システム応
用科学研究科）を改組し、大学院共生科学技術研
究部（研究組織）及び大学院農学教育部、大学
院工学教育部、大学院生物システム応用科学教
育部（教育組織）に再編

東京農工大学は、農学部と工学部からなる日本で唯一の国
立大学です。農学とは未来に向かって自然と人のつながりを
探究する学問分野。一方、工学はテクノロジーによって、人の生
活をより豊かにする新しい世界をつくる学問分野です。「食料」
「環境」「エネルギー」「AI」「ロボティクス」「バイオテクノロジー」
など、学べる研究テーマは多岐にわたります。地球45億年の歴
史の中で培った自然からの学び、ものづくり、AIなどに代表さ
れる最新テクノロジーが融合するとき、人類が次に成すべきこと
は何かを知ることができるのではないでしょうか。
地球レベルの課題に挑む東京農工大学の魅力は、世界最
先端の研究環境にあります。世界トップレベルの実験機器が
揃う環境を求めて、常に国内外から有力な研究者たちが集
まっています。野生動物の研究、感染症の研究、自動運転技
術、AIを使った脳波解析など、このキャンパスから常に世界レ
ベルの研究成果が発信されています。さらに、2022年11月に
は、小金井キャンパスに小金井動物救急医療センターがオー
プンするなど、最先端の医療に貢献する情報が蓄積される環
境も整いました。
グローバル都市・東京の中心に位置する府中・小金井の広
大なキャンパスも東京農工大学の大きな強みです。豊かな自
然に恵まれながら、都心へのアクセスも良好で、常に国際的
な息吹を感じながら学ぶことができます。
真剣に学ぶこと、研究することは、「自由に生きることへの挑
戦」です。自分を知り、世界を知り、視野を広げ、自信を持つこ
とで、人は自由になれます。幅広い知識と技術を身につけ自
由を手に入れた人は、勇気ある決断をして、行動することが
できます。そのとき初めて世界を変えるようなイノベーションが
生まれるのです。
私たちが目指すのは、授業や研究を通して、学生たちの創造
力に火をつけることです。農学・工学の世界レベルの知見が
結集するこの場所で、自分の未知の才能を発見してほしい。
そして、自由を手にして、グローバルな社会に羽ばたいて行っ
てほしいと思います。
2024年に東京農工大学は、創基150周年を迎えます。皆さん
の自由な創造力が、この大学の次の150年を支えていくこと
でしょう。

世界最先端の
研究環境を駆使して
生涯、本気になれる
学びを見つけよう！
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東京農工大学の学び
大学院連合農学研究科大学院農学府

The Faculty of Engineering

工学部

大学院工学府

博士後期課程（3年）
※令和９年度設置予定

● 先進学際科学専攻
　● 予測情報学コース
　● 融合科学コース

博士課程（後期3年）

● 生物生産科学専攻
● 応用生命科学専攻
● 環境資源共生科学専攻
● 農業環境工学専攻
● 農林共生社会科学専攻

博士課程（4年）

● 共同獣医学専攻

学部（6年）

● 共同獣医学科

修士課程（2年）
農学専攻

● 生物生産科学コース
● 応用生命化学コース
● 自然環境資源コース
● 食農情報工学コース
● 地球社会学コース
● 国際イノベーション農学コース

博士後期課程（3年）

Graduate School of Agriculture

東京農工大学では、学部4年間で研究・教育を履修した後、大学院で専門分野をより深く学ぶ
ことができます。学部から修士課程、博士課程まで続く、学びをイメージしてみましょう。

博士前期課程（2年）

● 生命工学専攻 
● 生体医用システム工学専攻 
● 応用化学専攻 
● 化学物理工学専攻 
● 機械システム工学専攻 
● 知能情報システム工学専攻

専門職学位課程（2年）

● 産業技術専攻

大学院農学府

農学部

農学部

The Faculty of Agriculture

The Faculty of Agriculture 博士前期課程（2年）
※令和7年度設置予定

● 先進学際科学専攻
　● 予測情報学コース
　● 資源・エネルギー科学コース
　● 食料・環境科学コース
　● 健康・福祉科学コース

● 生命工学専攻
●  生体医用システム工学専攻
● 応用化学専攻
● 化学物理工学専攻
● 機械システム工学専攻
● 知能情報システム工学専攻

博士課程（後期3年）

● 共同サステイナ
　ビリティ研究専攻
※西東京三大学による
　共同専攻

学部（4年）

● 生物生産学科
● 応用生物科学科
● 環境資源科学科
● 地域生態システム学科

学部（4年）

● 生命工学科
● 生体医用システム工学科
● 応用化学科

● 化学物理工学科
● 機械システム工学科
● 知能情報システム工学科

※現時点では設置に向けた構想中で
あり、内容を変更する場合があります

博士課程（後期3年）
※令和９年度設置予定

● 共同先進健康科学専攻

大学院先進学際 科学府［設置構想中］
Graduate School of Advanced Interdisciplinary Science
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工学部の6学科では、「バイオ／医工系」「エネルギー／環境／マテリアル系」「モビリティ／ロボティクス／コ
ンピュータ／AI系」の3つの専門性を軸に、複数の専門領域を学べるカリキュラムを用意しています。実
社会のニーズを反映した分野横断的融合研究に挑戦できる環境です。

学 部 学 科 I N D E X│農 工 大 でどう学 ぶ ?  H O W  D O  Y O U  S T U D Y  I N  T U A T ?

工学部

大自然の真理に対する探究心とモノ作りマインドを持ち、理
工学分野の科学技術に関心があり、身につけた知識を生
かして主体的に考え、他人と協力・協働して、持続可能な
社会の実現に立ち向かう意欲を持った学生の入学を希望
します。

工学部においては、工学分野の科学技術に関する基礎お
よび専門知識・技術、専門性を発揮するために役立つ論
理的思考力、表現力、そして、多様性を受容する力や協働
性を育む教養を学ぶ機会を提供します。主体性を持って
人生を切り開いていくために必要な専門性を有するだけで
なく、人類が直面している諸課題に対して、多面的に考察
して判断し、他者と協働して課題解決に取り組む人材を養
成することを目的としています。

学科名 学びのキーワード

バ
イ
オ
／
医
工
系

生命工学科

生体医用
システム工学科

エ
ネ
ル
ギ
ー
／
環
境
／
マ
テ
リ
ア
ル
系

応用化学科

化学物理
工学科

モ
ビ
リ
テ
ィ
／
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
／

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
／
A
I
系

機械システム
工学科

知能情報
システム工学科

■ 再生医療
■ バイオインフォマティクス
■ バイオセンサー
■ 抗体工学
■ 創薬化学

■ 医用超音波
■ 医用光・電子デバイス
■ 生体医用光学
■ バイオフォトニクス

■ 有機合成化学
■ 分子エレクトロニクス
■ バイオマテリアル
■ 有機金属化学
■ 電気化学

■ 化学工学
■ 物理工学
■ エネルギー変換
■ 低環境負荷・高効率　　
生産システム

■ ロボティクス
■ スマートモビリティ
■ 航空宇宙工学
■ 熱流体工学
■ 生産システム

■ 先端材料
■ 知能機械
■ マイクロ・ナノシステム
■ 計算工学

■ 人工知能
■ 信号処理
■ バーチャルリアリティ
■ モーションコントロール
■ 電磁波

アドミッションポリシー
（学生受入方針）

学びの目的・学びの特色

4年間の学びの流れ（カリキュラム）

● 新入生科目
● グローバル教養科目群
　 （人文・社会科学科目、理系教養科目）

● グローバル言語文化科目群
　 （英語科目、第二外国語科目など）

● グローバル展開科目群
● スポーツ健康科学科目群

※各学科のページを
　参照してください4

年次

3
年次

2
年次

1
年次

卒業研究

専門科目

専門基礎科目

学部共通科目

教
養
教
育

■ 新素材創製
■ 光エレクトロニクス
■ 量子技術・ナノ材料
■ 環境技術・計測デバイス
■ 大規模シミュレーション

東京農工大学工学部のミッションは「科学技術で世界を変える人
材を輩出すること」です。そのため、工学分野の高度な専門知識に
加え、現代社会を読み解く幅広い視野を養成するカリキュラムを整
備しています。3つの専門性を軸にした6学科では、将来像を意識
しながら、複数の専門分野を学べます。さらに国際交流や研究留
学の機会も豊富に用意しています。多様性を受け入れながら、AI時
代、グローバル時代を力強く生き抜くエンジニアを育成します。

中村 暢文  NAKAMURA, Nobuhumi

工
学
分
野
の
高
度
な
専
門
知
識
と

世
界
を
読
み
解
く
広
い
視
野
を
養
う

● 新入生科目
● グローバル教養科目群
　 （人文・社会科学科目、理系教養科目）

● グローバル言語文化科目群
　 （英語科目、第二外国語科目など）

● グローバル展開科目群
● スポーツ健康科学科目群

※各学科のページを
　参照してください

地域社会や国際社会における食料・生命・資源・
環境に関する様々な問題に関心を持ち、身に付け
た知識を生かして主体的に考え、他人と協力・協
働して、これらの問題解決に立ち向かう意欲を持つ
学生を求めます。

農学部においては、農学、生命科学、環境科学、
森林科学、人文社会科学、獣医学分野の諸問題
の解決と持続発展可能な社会の形成に資するた
め、広く知識を授けるとともに専門の学芸を教授
し、知的、道徳的および応用的能力を展開させるこ
とができる人材を養成することを目的としています。

アドミッションポリシー
（学生受入方針）

学びの目的・学びの特色

4年間の学びの流れ（カリキュラム）

4
年次

3
年次

2
年次

1
年次

卒業研究

専門科目

専門基礎科目

学部共通科目

教
養
教
育

学部長メッセージ
■ 植物工学
■ 核酸工学
■ バイオナノマテリアル
■ マリンバイオテクノロジー
■ バイオ燃料電池

■ ロボット計測システム
■ 3次元画像
■ 光応用計測
■ 生体高分子

■ 半導体化学
■ 分子触媒化学
■ グリーンケミストリー
■ 高分子合成化学
■ ナノ医療

■ 通信工学
■ 計算機ネットワーク
■ パターン認識
■ 計算機アーキテクチャ
■ マイクログリッド

農学部は5学科から構成され、農学、生命科学、環境科学、森林科学、人文社会科学、獣医学分野の
諸問題の解決と持続的発展が可能な社会の形成に資するため、広く知識を授けるとともに基礎的専
門知識を授け、豊かな教養、高い倫理観と国際感覚を具備し、共生社会を構築して人類社会に貢献
できうる、先駆的で人間性豊かな人材を育成します。

農学部

農学は「食」「生命」「資源」「環境」など多彩なテーマを網羅的に学
べる総合科学です。農業、林業、畜産業に貢献するだけでなく、環
境汚染調査やエネルギー生産も研究対象です。最近注目されるAI
やロボットを使った「スマート農業・林業」の研究も農・工が連携した
東京農工大学の研究分野です。また、農学部は海外との研究交流
も盛んです。ここで確かな専門知識に裏打ちされた「創造力」を身
につけ、国際社会に貢献できる研究者を目指してほしいと思います。

船田 良  FUNADA, Ryo

学科名 学びのキーワード

生物生産学科

応用生物科学科

環境資源科学科

地域生態
システム学科

共同獣医学科

■ 遺伝子組換え
■ 微生物
■ 生理活性物質
■ 糖タンパク質
■ バイオテクノロジー
■ 昆虫

■ 細胞外マトリックス
■ 癌細胞
■ 免疫・アレルギー
■ 植物分子育種
■ 食品化学
■ ウイルス

■ 土壌･水圏･大気汚染
■ 生態系影響
■ マイクロプラスチック
■ 生元素循環
■ 環境浄化　　
■ 環境計測

■ 持続型・循環型社会
■ 生産環境基盤・システム
■ 防災・減災
■ 水環境保全
■ 環境教育
■ 流域資源管理

■ 自然エネルギー利用
■ 人と動物の関係
■ 森林計画
■ 森林生態系
■ 河川生態系
■ 自然再生

■ 獣医・畜産　
■ 解剖・生理
■ 薬理・病理　
■ 公衆衛生
■ 感染症・伝染病　

■ 動物繁殖
■ 伴侶動物臨床　
■ 産業動物臨床
■ 動物園・水族館　
■ 食の安全

■ バイオマス
■ カーボンニュートラル
■ 木造建築
■ エコマテリアル
■ 資源リサイクル
■ 光化学･光触媒

学部長メッセージ

国
際
社
会
の
課
題
を
解
決
で
き
る

確
か
な
専
門
力
と
創
造
力
を
養
成

■ 食料生産　
■ スマート農業　
■ 土壌有機物　
■ 植物-微生共生　
■ 植物栄養生理　
■ 植物ホルモン　

■ 蚕　
■ 昆虫利用　
■ 家畜生産　
■ アニマルウェルフェア　
■ 農業経済　
■ 国際開発
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

遺伝・発生・酵素反応など生物学の基礎から、光合成・養分吸収など生物生産機能の解析、群落構
造・家畜飼養管理など生産プロセスの解析と技術開発、生産物の品質評価、生産物の流通・消費シス
テムなど、多岐にわたる内容が体系的に構成されています。

農産物の生産から消費まで、人と自然を結びつける「農の営み」に関連する学問分野を幅広くカバーし、日
本および世界の農業を広く深く理解するとともに、農業に関わる最先端の科学と技術に関する知識を身に
つけます。そして、その知識を国内外農業の持続的発展、農産物の流通・加工・消費、農業の多面的機能
の積極的利用などに活かすことのできる人材の養成を目指しています。

生物生産学科の学び

本学科が目指すもの

カリキュラム

 ● 農林水産省
 ● 東京都
 ● 神奈川県
 ● 和歌山県
 ● 熊本県
 ● 北海道
 ●日清フーズ
 ●日本アクセス
 ●ヤンマーホールディング
 ● 湘南ゼミナール
 ●日清オイリオグループ
 ●タイヘイ

 ● サカタのタネ
 ●クボタ化水
 ● パナソニック・インダストリア
ル・ マーケティングアンド
セールス

 ●リーフス
 ●スガノ農機
 ●よつ葉乳業　など

進学
 ●  東京農工大学大学院
 ●  東京大学大学院　など

卒業後の主な進路

 中学校教諭1種免許（理科）
 高等学校教諭1種免許（理科・農業）
 博物館学芸員

取得できる免許・資格

 ● 農林水産省
 ● 農業・食品産業技術総合
研究機構

 ● 産業技術総合研究所
 ● 昭和女子大学
 ● パナソニックシステムソリュー
ションズジャパン

 ● NTTデータアイ
 ●アサヒビール
 ● JSOL
 ● 山崎製パン
 ●日本製紙クレシア

 ● 船昌商事
 ● PwCあらた有限責任監査
法人

 ●日本ニュートリション
 ● 全国農業協同組合連合会
 ●タケショー
 ●日本工営

進学
 ●  東京農工大学大学院連
合農学研究科

大学院進学後の主な進路

生産環境系 農業生産技術学／土壌学／植物栄
養学／国際生物資源学

植物生産系 園芸学／作物学／植物育種学／遺伝
子細胞工学

動物生産系 畜産学／動物生化学／昆虫機能生理
化学／蚕学

農業経営経済系 農業経済学／農業経営・生産組織学
／農業市場学／国際地域開発学

ミッションは作物の安定多収の実現
機械学習を用いた光合成予測などにも挑戦中

作物学のミッションは、主食・飼料・工業目的
で使用される作物の安定多収の実現です。こ
れは、イネ、ムギ、ダイズ、トウモロコシなどの土
地利用型作物の収穫量の増大や品質の安定
性の実現を指します。実現する手段として、新
たな栽培技術の開発や品種育成などが挙げ

られます。研究室では、作物の葉の光合成に
焦点を当て、その生理メカニズムの解明や遺
伝子の解明に取り組んでいます。機械学習を
用いた光合成能力の予測技術の開発、ベン
チャー企業との光合成測定装置の共同開発
など新たな挑戦も積極的に行っています。

准教授｜安達俊輔   
ADACHI, Shunsuke57名

定員

カイコが卵の状態で死ぬ原因遺伝子を同定し、
チョウ目昆虫全体の謎の解明に挑む！

所属する蚕学研究室では、カイコのさまざまな突
然変異について研究しています。私のテーマは、
「胚致死形質を引き起こすカイコ発育遅延D遺
伝子の同定」です。これは、カイコが卵の状態で
致死する現象に関わる遺伝子で、その時期が孵
化の直前であることからどのようなメカニズムな

のか非常に興味があります。実験では複数の候
補から原因遺伝子を絞り込んでいきます。その過
程に未知の発見に近づく面白さを感じます。実
験の成果がチョウ目昆虫全体の謎の解明につな
がる可能性もあり、大学院で引き続き研究を続
ける予定です！大学院農学府農学専攻

生物生産科学コース修士課程1年

白田乃々香  
HAKUTA, Nonoka

学生の声研究室 PICK UP

生
物
生
産
学
科

BIOLOGICAL  PRODUCTION

農
業
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
し
、人
類
を
支
え
る「
食
」の

明
日
を
担
う
生
物
生
産
学
科
。農
業
生
産
は
環
境
の
保
全
に
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、再
生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
源
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

21世紀の食料と
食の安全を科学する

学年
専門科目

学科共通科目 生産環境系科目 植物生産系科目 動物生産系科目

4
年次

卒業論文

3
年次

農業微生物学
農産物製造学
生物生産学英語入門
アグリバイオ実験
学外実習（農家）
学外実習（研究所）
卒業論文

土壌環境学
作物保護学

園芸学Ⅱ
植物育種学

家畜飼養学
家畜繁殖学
家畜育種・管理学
蚕糸学
昆虫利用学
家畜衛生学

2
年次

生化学
農業分野専攻実習
生物生産学実験基礎

土壌学
植物栄養・肥料学

植物生態生理学
作物学
園芸学Ⅰ

農業昆虫学Ⅰ
家畜形態・生理学
農業昆虫学Ⅱ

1
年次

生物生産学原論
情報処理・生物統計学

作物栽培学
フィールド実験実習Ⅰ
フィールド実験実習Ⅱ

植物生理学
植物分子遺伝学

畜産学総論

学年
専門科目

農業経営経済系科目 新領域科目

4
年次

生物生産学特別講義Ⅰ
生物生産学特別講義Ⅱ
天然物有機化学
有機合成化学
微生物生化学

3
年次

農業市場学
国際農業開発論
農業数量経済分析
農業資源経済学
農業経営経済学総合演習
農村社会調査実習

生物生産学特別講義Ⅰ
生物生産学特別講義Ⅱ
食料リスクアナリシス
遺伝子細胞工学

2
年次

農業経済学
農業経営学
食料システム経済学

1
年次

農
学
部 THE FACULTY OF AGRICULTURE

T H E  FAC U L T Y  O F
A G R I C U L T U R E  

農学部
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

「生命」に未知の可能性を求めて
人類の発展に貢献する

応
用
生
物
科
学
科

APPLIED BIOLOGICAL SCIENCE

化
学
と
生
物
学
を
基
盤
と
し
、分
子
か
ら
細
胞
、個
体
、さ
ら
に
は
そ
の

相
互
作
用
ま
で
一
連
の
現
象
を
解
明
・
応
用
す
る
こ
と
で「
生
命
」の
未

知
な
る
可
能
性
を
解
明
し
、人
類
に
有
益
な
生
命
科
学
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

化学と生物学を基盤として分子レベルから個体群に至る一連の生命現象を理解することで、ライフサイ
エンスの発展に貢献するとともに社会的ニーズに応えられる人材の育成を目的としています。

微生物、動物、植物などの生命機能を、化学・生物学を基盤として深く探究・理解することを目指します。バ
イオテクノロジーでは、バイオサイエンスの成果を食品・医薬・農薬をはじめとする生活関連有用物質の高度
な生産に適用することを目標としています。バイオサイエンスとバイオテクノロジーの分野で活躍するための教
育を行い、人類の発展に貢献できる人材を育成します。

応用生物科学科の学びカリキュラム

分子生命化学
生物化学／遺伝子機能制御学／発酵
学／植物工学／遺伝子工学／動物細胞
生物学

生物機能化学
生物制御化学／生態情報化学／生物
有機化学／食品化学／栄養生理化学／
応用蛋白質化学／食品機能学／応用植
物生化学

生物制御学
植物病理学／応用昆虫学／応用遺伝
生態学／分子環境生物学／細胞分子
生物学／相関分子生物学

植物の病気の原因とメカニズムを解明
分子生物学的なデータ解析にも挑戦できる

専門は、植物の病気の原因とそのメカニズム
を突き止める「植物病理学」です。植物の病
気は、感染症を持つ菌・細菌・ウイルスなどに
よって引き起こされます。現在取り組む研究
は、病気の原因の診断と同定から診断法の
開発、病原体の性状解析とゲノム解析、病原

体を抑える方法の調査と提案など多岐にわた
ります。細胞内の微生物やタンパク質の動きを
見るミクロの研究から生態学的なマクロ現象を
見る研究までスケールも多彩です。最近は、分
子生物学的なデータ解析を扱う実験も多く、
統計・解析のスキルも身につきます。

オオバコモザイクウイルス増殖に相互作用する
宿主植物の蛋白質を同定し、機能を解明する

植物ウイルスは自身の複製のために宿主植物の蛋
白質やその機能を利用します。そこで、宿主植物側
の蛋白質を特定できれば、ウイルス増殖の機構や仕
組みの解明につながります。現在は、植物ウイルス
の一種オオバコモザイクウイルスが宿主植物の細胞
内の膜構造を変形させて複製の拠点とする際に相

互作用するタンパク質の同定を行っています。これは
「植物病理学」と呼ばれる研究分野になります。
応用生物科学科の授業で、植物と病原体の攻防
に興味を持ち、現在の研究室を選びました。身に
付けた技術や知識を生かせる研究職に就くのが目
標です。

准教授｜小松健
KOMATSU, Ken

大学院農学府農学専攻
生物生産科学コース 修士課程2年
静岡県立静岡高等学校出身

髙塚彩英  
TAKATSUKA, Sae

 食品衛生監視員・管理者（任用資格）
 中学校教諭1種免許（理科）
 高等学校教諭1種免許（理科・農業）
 博物館学芸員

取得できる免許・資格

学部卒
 ● 農林水産省 
 ● 経済産業省 
 ● 東京都 
 ● 横浜市 
 ● 明治 
 ● 森永製菓 
 ● 協和発酵キリン 
 ●日本たばこ産業 
 ● 中外製薬 
 ●日本化学工業 

卒業後の主な進路
 ● 東京化成工業 
 ●カネボウ化粧品 
 ● 資生堂 
 ●トヨタ自動車 
 ●クミアイ化学工業　など 

進学 
 ● 東京農工大学大学院 
 ● 東京大学大学院 
 ● 京都大学大学院　など

修士
 ● 農林水産省 
 ● 総務省 
 ● 特許庁　 
 ● 農業・食品産業技術総合研究機構
 ● 明治 
 ● 雪印メグミルク 
 ● 森永乳業 
 ● 小林製薬 
 ●クノール食品 
 ●キユーピー 
 ● 富士薬品 

大学院進学後の主な進路
 ● 花王 
 ● 北興化学工業 
 ● 積水化学工業 
 ●日産化学　など

 
博士

 ● 東北大学
 ●日本大学
 ● 第一三共
 ● 森永乳業
 ●キユーピー
 ● 東京化成工業　など

本学科が目指すもの

学生の声研究室 PICK UP

71名

定員

学年 学科専門科目 学部共通専門科目

4
年次

生物統計学
科学英語論文演習Ⅰ
科学英語論文演習Ⅱ
卒業論文

国際展開力科目Ⅰ
国際展開力科目Ⅱ

共通科目
海外研修科目
国際農学科目

3
年次

生体高分子化学
遺伝子工学
応用微生物学
食品化学Ⅱ
栄養化学
植物病理学
応用昆虫学
細胞工学
植物工学

食品工学
食品製造学
食品衛生学
農薬科学
応用生物科学専門実験Ⅱ
応用生物科学専門実験Ⅲ
応用生物科学専門実験Ⅳ
応用生物科学専門実験Ⅴ
応用生物科学専門実験Ⅵ

2
年次

有機化学Ⅲ
生化学Ⅱ
分析化学
分子細胞生物学
動物生理学
有機合成化学
微生物生化学
天然物有機化学
機器分析化学
食品化学Ⅰ
生物相関学
バイオロジカルコントロール
応用生物科学共通実験Ⅰ
応用生物科学共通実験Ⅱ
応用生物科学専門実験Ⅰ

1
年次

情報処理学
有機化学Ⅰ
生化学Ⅰ
有機化学Ⅱ
分子生物学
植物生理学
植物保護学
農場実習

農
学
部 THE FACULTY OF AGRICULTURE

T H E  FAC U L T Y  O F
A G R I C U L T U R E  

農学部
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

環境と資源の問題にメスを入れる
「地球の医学」を学ぶ

環
境
資
源
科
学
科

ENVIRONM
ENTAL AND NATURAL RESOURCE SCIENCES

生
物
学
、化
学
、物
理
学
、地
学
な
ど
、環
境
と
資
源
の
問
題
に
科

学
の
メ
ス
を
入
れ
る「
地
球
の
医
学
」を
学
び
ま
す
。地
球
か
ら
ミ
ク

ロ
の
世
界
ま
で
、ヒ
ト
を
取
り
巻
く〝
環
境
〞の
研
究
を
通
じ
て
、循

環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

環境問題に対して、社会的ニーズに即した理解・行動ができる人材を育成します。環境と資源の広範囲
な問題を対象とした生物学、化学、物理学、地学を基礎として広い知識を習得し、実験・実習・講義を
組み合わせた多彩なカリキュラムで学びます。

環境問題は、人類すべてに共通する深刻な課題です。限りある化石燃料に依存した大量生産、大量消費、
大量廃棄によって支えられてきた私たちの豊かさは、21世紀初頭の今、曲がり角を迎えています。環境資源
科学科では、これからの人類が地球環境と調和して持続的に生きていくための環境資源科学を推し進め、
環境問題の解決や循環型社会の構築に貢献できる人材を育成します。

本学科が目指すもの

カリキュラム

 ● 東京都
 ● 埼玉県
 ● 千葉県
 ● 横浜市
 ● 特許庁
 ● 農業・食品作業技術総合
研究機構

 ● 全国農業協同組合連合会
 ● 東京中央農業協同組合
 ● 長野森林組合
 ● 大建工業
 ● 北越コーポレーション　　　　　　

卒業後の主な進路

 中学校教諭1種免許（理科）
 高等学校教諭1種免許（理科・農業）
 博物館学芸員

取得できる免許・資格

 ● 環境省
 ● 農林水産省
 ● 東京都
 ● 科学技術振興機構
 ● 産業技術総合研究所
 ● 住友林業
 ● 王子ホールディングス
 ●日本製紙
 ●レンゴー
 ● 大建工業
 ● 永大産業
 ●クボタ環境サービス
 ●アジア航測
 ● 大日本コンサルタント

大学院進学後の主な進路

環境資源科学科の学び

環境資源科学
環境物質科学／環境汚染解析／生物圏
変動解析／環境修復／植物環境／生活
環境／バイオマス・リサイクル

キーワードは「グリーンケミストリー」
「化学」の知識で環境・資源の課題に挑む！

環境・資源分野に貢献する触媒の開発と応用
研究を行っています。キーワードは、地球にや
さしい「グリーンケミストリー」です。
例えば、糖質系バイオマスを光触媒で分解し、
ブドウ糖や希少糖などの有用糖をつくる研究
を行っています。希少糖は、がん細胞の増殖

抑制や抗炎症作用などの薬効が発見されてお
り、創薬での応用が期待されています。また、
光触媒を利用した環境浄化および宇宙用環
境材料の開発なども行っています。
「化学」の知識で、環境・資源の課題に挑む幅
広い研究テーマに触れてほしいと思います。

東京湾沿岸域の海草を採取し、
船底防汚物質の生態系への影響を調査

東京湾沿岸域における船底防汚物質の環境
動態について研究をしています。船底防汚物
質は、船底への生物付着を防ぎ、化石燃料の
消費量・温室効果ガスの排出量の減少に貢献
しますが、その強い毒性と残留性から生態系
への影響が懸念されています。そこで海草の

アマモ類に着目し、それらに含まれる船底防汚
物質の濃度を測定します。調査では沿岸海域
でアマモを採取し、防汚物質のアマモ場生態
系への影響を検証します。この研究の魅力は
フィールドに出て調査できることです。将来は
環境問題に携わる仕事に就きたいです。

准教授｜中田一弥   
NAKATA, Kazuya

大学院農学府農学専攻
自然環境資源コース 修士課程2年
東京都立三田高等学校出身

滝口  敢  
TAKIGUCHI, Isamu

 ● 清水建設
 ● 大東建託
 ● 内田洋行
 ●クボタ環境サービス
 ● 中外テクノス
 ● 石垣
 ●アジア航測
 ●日立製作所
 ● 富士通　など

進学
 ● 東京農工大学大学院　など

 ●オルガノ
 ●アジレント・テクノロジー
 ●キヤノン
 ●日立製作所
 ● 大日本印刷
 ● 東洋水産
 ● 長瀬産業
 ● 三菱鉛筆
 ● 伊藤園
 ● ゆうちょ銀行　など

進学
 ● 東京農工大学大学院　など

学生の声研究室 PICK UP

61名

定員

学年
専門科目

学科基礎科目 学科専門科目

4
年次

科学英語論文講読
卒業論文

3
年次

代謝生化学
機器分析学Ⅰ
水溶液化学
資源高分子物理学
環境資源有機化学
木質資源物理学
樹木生態生理学
微生物生理生態学
森林実習
機器分析学Ⅱ
環境情報解析学
環境気候学
環境資源科学実験Ⅲ（生物学応用）
環境資源科学実験Ⅳ（地学）

生分解学
森林資源利用学
森林資源形成学
環境植物学
紙パルプ科学
住環境構造学
ライフサイクルアセスメント
資源分解・廃棄学
森林・林業論
環境アセスメント学

2
年次

環境資源熱力学
森林資源科学
環境資源科学実習B
物質生化学
資源材料力学
化学結合論
環境資源科学実験Ⅰ（物理学応用）
環境資源科学実験Ⅱ（化学応用）

大気化学
木質資源化学
陸水環境学
環境毒性学
資源高分子化学
植物組織形態制御学
エコマテリアル学
環境土壌学
環境汚染化学
環境微生物学
生態系生態学
環境分子生物学
環境資源科学特別講義Ⅰ
環境資源科学特別講義Ⅱ
環境資源科学特別講義Ⅲ
環境資源科学特別講義Ⅳ

1
年次

情報処理学
地球化学
生態系管理学
環境資源科学実習A
環境分析化学
環境計測学

住環境学
資源リサイクル学
地圏環境学
大気環境学
海洋環境学

農
学
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

生態系と資源の保全のために
地球規模で考え、地域で行動する

地
域
生
態
シ
ス
テ
ム
学
科

ECOREGION SCIENCE

森
林
、農
村
、都
市
な
ど
を
含
む
空
間
を
ひ
と
つ
の「
地
域
」

と
し
て
捉
え
、そ
こ
に
広
が
る
生
態
系
や
生
産
・
社
会
に
着
目

し
た
新
し
い
研
究
を
展
開
。自
然
環
境
と
人
間
社
会
の
生
産

活
動
が
共
存
す
る
地
域
環
境
空
間
の
設
計
に
挑
戦
し
ま
す
。

自然・応用科学から人文・社会科学にわたるさまざまな科目群をパッケージとして提示しています。その
パッケージの積み上げによって専門性を深めたうえで、学生一人ひとりの個性に合わせた教育を行い、
さらに多彩な実習による実践的学習も可能にしています。

生態系と資源の保全・管理・活用などさまざまな問題を解決する社会の在り方を考え、野生動物や自然植
生、森林・緑地・農地、農林業や農山村文化の新しい役割、人間と自然の調和を地域から地球的スケール
で考えることを目的としています。広い視野で、実際のフィールドに立って問題を研究し、ボトムアップ型の思
考でその解決を図ることのできる人材の育成を目指します。

地域生態システム学科の学び

本学科が目指すもの

カリキュラム

生態系保全学
景観生態学／野生動物保護管理学／植生管
理学／健康アメニティ科学／FSセンター野生動
物保護管理

森林科学

森林土壌学／森林生態学／森林生物保全学
／森林水文学／森林環境工学／森林－人間
系科学／森林計画学／森林利用システム学／ 
森林資源管理学／山地保全学／森林－水圏
生態学

農業環境工学

生産環境システム学／生産環境制御学／地水
環境工学／耕地栽培システム学／エネルギー利
用学／農村地域計画学／農業情報工学／水
資源計画学／地域空間情報学／水利用学／
施設構造工学

共生持続社会
環境哲学／農村社会学／比較心理学／環境
文化史／環境公法学／国際関係学／環境情
報科学／環境教育学／共生福祉論

コンクリートの損傷度評価と新素材の開発
農学と工学の融合領域で社会課題に挑む！

農業用の水路やダムで用いられるコンクリー
トの損傷度を評価する研究に取り組んでいま
す。コンクリートにセンサーを設置し、破壊され
る際のデータをモニタリング。この手法によっ
て、施設の局所的な損傷状況を調査すること
が可能となります。同時に、農業において副産

される稲わらや籾殻を有効活用して環境にや
さしい材料を開発する研究にも注力していま
す。食料や環境といった農学的な部分と、構
造や素材といった工学的な部分が融合した
分野なので、学生の幅広い興味に応えられる
ところが研究室の魅力だと考えています。

住民による農村景観の管理活動をモデル化し、
郊外の観光地の持続性向上に貢献したい！

農村地域計画学研究室で、郊外の観光地の
持続性向上に向けた研究をしています。なか
でも、観光活動の中核的価値を担う農村景
観の管理活動に着目しています。調査対象は、
群馬県みなかみ町にある「たくみの里」。グ
リーンツーリズムの先駆的地域を舞台に、住民

による管理活動の意思決定モデルを作成し、
検証していく予定です。この研究の面白さは、
リアルな現場で住民や行政機関とコミュニケー
ションをしながら、地域の課題解決に取り組め
るところです。最終的に研究成果を地域に還
元していきたいと思っています。

助教｜島本由麻   
SHIMAMOTO, Yuma

大学院農学府農学専攻
食農情報工学プログラム 修士課程2年
福岡県立筑紫丘高等学校出身

岡野こゆう
OKANO, Koyu

 中学校教諭1種免許（理科）
 測量士補
 測量士（要実務経験）
 ビオトープ管理士
 自然再生士補

取得できる免許・資格
 高等学校教諭1種免許

　　（理科・農業）
 森林情報士
 自然体験活動指導者
 樹木医補
 博物館学芸員 　など

 ● 農林水産省
 ● 国土交通省
 ● 環境省
 ● 林野庁
 ● 東京都
 ● 埼玉県
 ● 千葉県
 ● 国際農業者交流協会
 ● 農業生産法人こと京都
 ● エルゴテック
 ● 独立行政法人都市再生機構
 ● サンスイコンサルタント
 ● メープル
 ● 東京ガス
 ● ネットワンシステムズ

卒業後の主な進路
 ● エコラボ合同会社
 ● エーコープ関東
 ● 大和証券
 ● アニコム損害保険
 ● NTCコンサルタンツ
 ● モノリス
 ● 京葉興業　など

進学
 ● 東京農工大学大学院
 ● 京都大学大学院
 ● 九州大学大学院
 ● 東京都立大学大学院
 ● 東京大学大学院
 ● 名古屋大学大学院　など

 ● 東日本電信電話
 ● エスビー食品
 ● ヤマハ
 ● 日本製粉
 ● ヤンセンファーマ
 ● ジョンソン・エンド・ジョンソングループ
 ● 森林研究・整備機構
 ● 農業・食品産業技術総合研究機構
 ● 水資源機構

大学院進学後の主な進路
 ● 住友林業
 ● サカタのタネ
 ● 鹿島建設
 ● 清水建設
 ● 日建技術コンサルタント
 ● クボタ
 ● 日清食品
 ● 日本工営
 ● 横浜市役所 （造園職）　など

学生の声研究室 PICK UP

76名

定員

学年
専門科目

学科共通科目 パッケージ科目・推奨科目 実験・実習科目

4
年次

地域生態システム学特別演習Ⅱ
地域生態システム学特別演習Ⅲ
インターンシップ
卒業論文

持続的森林管理論
作物栽培学

3
年次

地域生態システム学セミナー
地域生態システム学特別演習Ⅰ
インターンシップ

比較心理学
農村社会論
健康アメニティ論
動物環境生理学
リモートセンシング論
森林施設工学
砂防工学
森林立地学
農地環境工学
環境地盤工学
生物生産環境学
農用原動機学
野生動物管理技術論
熱工学
力学Ⅱ
農業環境物理学
環境教育学

環境倫理学
比較行動学
国際協力論
農業市場学
景観生態学
森林施業論
森林政策学
木質資源利用学
ライフサイクルアセスメント
環境アセスメント学
農産プロセス工学
灌漑排水工学
生態水理学
共生社会思想
国際農林開発論
森林保護学
植生管理学

育林学実習
山地保全・砂防計画学実習
樹木学実習
農業環境工学実験
農業環境工学実習
農村地域計画学演習
野生動物保全学実習
比較行動学実験・実習
森林保護・樹木医学実習
森林土壌学実験・実習
森林生産システム学実習
農業環境工学演習
農業環境工学設計

2
年次

地域生態システム学Ⅲ
インターンシップ

測量学
森林生態学
水文学
環境土壌物理学
農業経済学
造園学
自然誌学
空間情報学
土壌生態管理学
森林計画学
山地保全学
森林生産システム学
地域社会調査法
GISの基礎と演習
樹木学
力学Ⅰ

土質力学
水理学
農村地域計画学
農業技術論
応用解析・情報学
環境哲学
環境文化史
環境公法
環境経済学
農業経営学
動物生態学
共生福祉論
野生生物管理技術論
野生動物保全学
環境生理生態学

基礎測量学実習
地域社会システム調査実習
森林計画学実習
空間情報学実習
山地測量学実習
植生管理学実習
自然体験活動実習
学部共通専門科目

1
年次

地域生態システム学Ⅰ
地域生態システム学Ⅱ
地域生態システム学実習Ⅰ
地域生態システム学実習Ⅱ
フィールド安全管理学
情報処理学

生物多様性保全学
水資源管理論
地域社会システム計画論
人と動物の関係論
動物福祉論
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

動物と人の未来のために
高度獣医療技術を習得する

共
同
獣
医
学
科

COOPERATIVE DEPARTMENT OF VETERINARY MEDICINE

伴
侶
動
物
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
、野
生
動
物
の
保
護
な
ど
を
通
じ
て
、

人
間
の
健
康
や
心
の
豊
か
さ
、生
活
環
境
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

共
同
獣
医
学
科
で
は
、動
物
の
疾
病
の
治
療
や
予
防
、そ
の
研
究
を
通
じ

て
生
命
科
学
の
進
歩
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ベースとなる動物の疾病の診断・治療と予防を学び、関連領域の知識や技術を習得。その後、学年が
進むにつれて臨床・応用科目へと進んでいきます。5年次からは、少人数制の研究室に所属し卒業論
文制作と、獣医師国家試験合格を目指します。

岩手大学と緊密な教育連携を行い、平成24年度から東日本の獣医学拠点として共同獣医学科に改組しま
した。現在、東京農工大学には「動物医療センター」と「感染症未来疫学研究センター」、岩手大学には
「動物病院」と「動物医学食品安全教育研究センター」があります。家畜衛生や公衆衛生分野における獣医
師養成と、高度獣医療技術の習得を目指しています。

共同獣医学科の学び

本学科が目指すもの

カリキュラム

 ● 厚生労働省
 ● 農林水産省
 ● 埼玉県
 ● 茨城県
 ● 横浜市
 ● 特別区競馬組合
 ● 警察庁科学警察研究所
 ● 大原薬品工業
 ● 大正製薬
 ● 興和
 ● 生化学工業
 ● 科研製薬
 ●アステラス製薬
 ● 北海道中央農業共済組合
 ● 千葉県農業共済組合

卒業後の主な進路

 獣医師国家試験受験資格
 食品衛生監視員（任用資格）
 食品衛生管理者（任用資格）
 環境衛生監視員（任用資格）
 飼料製造管理者（任用資格）　など

取得できる免許・資格

基礎獣医学 獣医解剖学／獣医生理学／動物行動学／
獣医薬理学

病態獣医学 獣医病理学／獣医微生物学／獣医伝染
病学

応用獣医学 獣医毒性学／獣医衛生学／獣医公衆衛
生学

臨床獣医学
獣医内科学／獣医分子病態治療学／
獣医外科学／獣医画像診断学／獣医臨
床繁殖学／獣医臨床腫瘍学／比較動物
医学

犬・猫の悪性腫瘍に関する臨床データを
新たな検査法・治療法の確立に役立てる

犬と猫の悪性腫瘍（がん）は長寿化に伴い人
間と同じように死因のトップを占めています。
当研究室では、犬や猫の「がん」に関する臨
床的・基礎的研究を行っています。
農学部附属動物医療センターで得られた臨
床データを分析するとともに、がん細胞を試

験管内で詳細に調べることにより、新たな検
査法や治療法の開発を目指します。すでに
我々が発見した「がん細胞株」は、世界にお
ける動物のがん研究に活用されています。研
究成果を世界中の臨床現場にフィードバック
することを最終目標としています。

獣医学の多様な知識がリンクするやりがい。
将来は小動物の予防医療に取り組みたい！

犬猫だけでなく、牛や馬、鳥、魚に至るまで、
数多くの動物種の体の構造を学んでいます。
同じ哺乳類や馴染み深い犬と猫でさえ構造が
大きく異なることがあり、それによって罹患しや
すい疾病も変わります。すべてを覚えるのは努
力が必要ですが、同時に知識が蓄えられてい

く面白さもあります。生理学や病理学、動物行
動学など、動物の生態について学んだ多様な
知識がリンクする瞬間があり、学びが身になっ
ているのを実感します。将来は自分で動物病
院を開き、獣医師として特に予防医療に積極
的に取り組みたいと思っています。

准教授｜呰上大吾   
AZAKAMI,Daigo

 ● 東レ
 ●オリンパス
 ●ヤクルト本社
 ●アニコム損害保険
 ●日本中央競馬会
 ● 阪大微生物病研究会
 ●日本生物科学研究所　など

進学
 ● 東京農工大学大学院
 ● 東北大学大学院
 ● 大阪大学微生物病研究所　
など

農学部共同獣医学科6年
私立本庄第一高等学校出身

田島栄作  
TAJIMA, Eisaku

学生の声研究室 PICK UP

35名 6年制

定員

学年
専門教育科目

基盤獣医学科目 実証獣医学科目 選択科目 専修科目

6
年次

インターンシップ
海外実習

卒業研究

5
年次

内分泌病・皮膚病学
代謝病・中毒学
血液免疫病学
神経病・運動器病学
泌尿器病・生殖器病学
臨床薬理学
臨床腫瘍学
臨床栄養学
画像診断学
画像診断実習

眼科学
総合参加型臨床実習Ⅰ
総合参加型臨床実習Ⅱ
総合参加型臨床実習Ⅲ
総合参加型臨床実習Ⅳ
大動物臨床実習･基礎編
大動物臨床実習･応用編
総合参加型臨床実習Ⅴ
総合参加型臨床実習Ⅵ
公衆衛生実践実習

インターンシップ
海外実習

卒業研究

4
年次

獣医事法規
動物感染症学
家禽疾病学
魚病学
動物病理学各論B（他臓器・組織）
病理学実習Ⅱ
毒性学
毒性学実習
食品衛生学
食品衛生学実習
公衆衛生実践実習

呼吸器病・循環器病学
消化器病学
麻酔学・手術学
軟部外科学
小動物内科学実習・基礎編
小動物内科学実習・応用編
小動物外科学実習・基礎編
小動物外科学実習・応用編
動物行動治療学
繁殖機能制御学
臨床繁殖学
繁殖機能制御学実習
臨床繁殖学実習
産業動物臨床学Ⅰ
産業動物臨床学Ⅱ
馬臨床学

食品安全管理学
動物病院経営学
インターンシップ
海外実習

獣医学演習

3
年次

内分泌学
獣医代謝生化学
生化学実習
基盤薬理学
統合薬理学
薬理学実習
病原微生物学
微生物学実習Ⅱ
免疫学
原虫・原虫病学
蠕虫・蠕虫病・衛生動物学
寄生虫学実習

動物病理学総論
動物病理学各論A
（主要臓器）
病理学実習Ⅰ
公衆衛生学総論
疫学
人獣共通感染症学
環境衛生学
公衆衛生学実習
動物衛生学
動物衛生学実習
野生動物学
公衆衛生実践実習

内科学総論
外科学総論
臨床病理学

インターンシップ
海外実習
動物品種論
国際感染症制御学

2
年次

運動器・神経系解剖学
内臓・脈管系解剖学
解剖学実習
組織学
組織学実習
統合生理学
器官制御生理学
生理学実習

獣医遺伝育種学
動物行動学
実験動物学
実験動物学実習
基礎放射線学
獣医基礎生化学
微生物学総論
微生物学実習Ⅰ

人と動物関係学
動物園動物学

1
年次

獣医学概論
獣医倫理
発生学

農
学
部 THE FACULTY OF AGRICULTURE
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

生命工学科は、生命に関連する科学技術全てを包含するため、極めて多彩な学問領域を取り扱います。こ
れらの学問領域の基礎知識を網羅的に習得した上で、最先端の技術力、論理的な思考力・実行力および
国際的コミュニケーション能力を身につけた、あらゆる生命工学分野のニーズに即応して活躍できる国際的
な技術者・研究者を養成します。

生命工学科の学び

本学科が目指すもの

カリキュラム

 ● 第一三共
 ● 田辺三菱製薬
 ● 興和
 ● 東和薬品
 ● 積水メディカル
 ● ニプロ
 ●テルモ
 ● ユニ・チャーム
 ●日本たばこ産業
 ●日清オイリオグループ
 ● 雪印メグミルク
 ●キユーピー
 ● 理研ビタミン
 ●ヤクルト本社
 ● 丸大食品

卒業後の主な進路

 中学校教諭1種免許（理科）
 高等学校教諭1種免許（理科）
 博物館学芸員

取得できる免許・資格

生体機能工学
細胞機能工学／生命分子情報科学／
生体分子構造学／細胞分子工学／植
物情報工学／バイオビジネス／ナノ生命
工学

応用生物工学
生命分子工学／海洋生命工学／生体
電子工学／分子生命化学／生命有機
化学／生命環境工学

がん治療薬への利用が期待される
人工抗体の製造技術開発を目指す

人の免疫システムに大きく関与している「抗体
分子」。これを人工的に組換えたり改変したり
することで、革新的な医薬品の開発や疾患を
検出する新規バイオセンサーへの応用を目指
しています。私たちの研究室が着目しているの
は、がん治療分野での利用が期待されている

「低分子二重特異性抗体」という人工抗体。
有望ながら効率的な調製技術が未整備なた
め、過去に医薬品として認可された実績は1件
のみに留まっています。この人工抗体の製造
技術を私たちの研究室で開発することで、社
会実装につなげたいと考えています。

T細胞とがん細胞を架橋する
二重特異性抗体をがん治療に役立てる

悪性リンパ腫や自己免疫疾患に対する有効な
抗体医薬の開発に取り組んでいます。コロナ禍
でも話題になった抗体は、通常1つの抗原と結
合します。一方で、私の研究室では、2つの異
なる細胞の抗原と結合する二重特異性抗体を
開発し、治療に役立てようとしています。具体的

には、免疫に関わるT細胞とがん細胞を架橋
する二重特異性抗体をつくり、がん治療に役
立てるのが狙いです。もともと細胞の仕組みや
創薬に興味があり、この生命工学科を選びま
した。自分が開発に携わった治療薬で、病気
に苦しむ患者さんを助けることが目標です！

健康社会に貢献する
先端生命工学研究に挑む

教授｜浅野竜太郎   
ASANO, Ryutaro

大学院工学府 生命工学専攻 博士前期課程2年
栃木県立宇都宮女子高等学校出身

石井麻友香  
ISHII Mayuka

 ● エステー
 ●日本曹達
 ● 東洋インキSCホールディングス
 ● NTTデータ
 ● 東芝
 ● シャープ
 ●ブリヂストン
 ●オリンパス
 ●ライオン　など

進学
 ● 東京農工大学大学院
 ● 東京医科歯科大学大学院
 ● 東京大学大学院　など

生
命
工
学
科

BIOTECHNOLOGY AND LIFE SCIENCE

科
学
、生
命
科
学
、工
学
な
ど
の
分
野
が
融
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し
た
世
界
最
先
端
の
生

命
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究
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行
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
大
学
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初
め
て
設
置
さ
れ
た
生
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工
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あ
り
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現
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し
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暮
ら
し
に
役
立
つ
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
を
追
究
し
続
け
て
い
ま
す
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81名

定員

学生の声研究室 PICK UP

1･2年次は専門基礎科目で生命現象の基礎知識を習得します。2年次後期からは専門科目で高度か
つ最新の知識を提供。また2･3年次を通して実験・実習が組まれています。3年次後期から研究室に配
属され、卒業論文のテーマを設定し、最先端の研究を行います。

専門科目
専門基礎科目 専門科目

4
年次

◎生体機能工学演習Ⅰ・Ⅱ
◎応用生物工学演習Ⅰ・Ⅱ
◎生体機能工学実験Ⅰ・Ⅱ

◎応用生物工学実験Ⅰ・Ⅱ
◎卒業論文

3
年次

◎ライフサイエンス基礎演習Ⅱ ◎生命工学の最先端
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
◎生命科学英語Ⅱ
◎生命技術英語Ⅰ・Ⅱ
○免疫学・抗体工学
○生理医工学
○細胞再生工学・細胞医工学
○ナノバイオエンジニアリング
○脳神経学
○ケミカルバイオロジー

○バイオプロセスエンジニアリング
○食品・医薬品開発工学
○医療・組織工学
○レギュラトリーサイエンス
○応用生体電子工学・応用微生物学
○応用ゲノミクス
◎生命工学実験Ⅲ・Ⅳ
◎生命工学研究概論
◎研究室体験配属

2
年次

○バイオコンピューティング・
バイオインフォマティクス基礎

○バイオ統計学・
アドバンスドバイオインフォマティクス

○物理学Ⅲ
○生命物理化学Ⅰ・Ⅱ
○生命有機化学Ⅱ
○生命分析化学
○生命無機化学
○機器分析学
○生命化学Ⅱ
○分子生物学Ⅱ
○細胞生物学Ⅰ・Ⅱ
◎生命倫理・安全管理
◎ライフサイエンス基礎演習Ⅰ

◎生命科学英語Ⅰ
○蛋白質科学
○植物工学・蛋白質工学
○先端機器分析学
○環境バイオテクノロジー・分子細胞工学
○バイオセンシング
○メディシナルケミストリー
○マリンバイオテクノロジー
◎生命工学実験Ⅰ・Ⅱ

1
年次

○統計学
◎化学基礎
◎物理学基礎
○物理学Ⅰ・Ⅱ
◎生物学基礎
◎基礎生物化学
◎微生物学
◎基礎生物学実験

◎生命工学入門・
医工学入門

○生命有機化学Ⅰ
○生命化学Ⅰ
○分子生物学Ⅰ
〈工学部共通〉
線形代数学Ⅰ
微分積分学および演習Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分積分学および演習Ⅱ
地学
地学実験

◎印の科目は必修、○印の科目は選択必修

T H E  FAC U L T Y  O F
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PICK UP

STUDENT VOICE

生
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低学年次では、数学、物理学、生物学等に加え、医療機器や計測・診断技術のしくみにかかわる専門
基礎科目について学びます。高学年次には、医療応用にかかわる医用フォトニクス、医用超音波工学、
医用デバイス工学、医用メカトロニクス等について学びます。

さまざまな生体機能を細胞、遺伝子、分子・原子レベルで理解し、医用に資する革新的な計測・分析技術の
創成を行います。さらに、医療現場における医療診断のニーズを踏まえた工学のシーズ応用を目指す教育
研究を通して、国際社会をリードする研究者・技術者の養成を目指します。

本学科が目指すもの

カリキュラム

 博物館学芸員

取得できる免許・資格

生体情報計測システム／生体医用フォトニクス／生体医用光
学／半導体量子科学／生物物理学／光エレクトロニクス

血管内狭窄治療への応用を目指した 
光応答性薬剤担持型バルーンを開発

心筋梗塞などの原因となる血管内狭窄の治療シ
ステムを開発しています。具体的には、「バルーン
カテーテル」と呼ばれる特殊な医療器具を医療機
関と共同でつくっています。血管内治療において、
このバルーンを血管の中に通して狭窄部位まで
送達し、そこで拡張させることで、血管内皮に薬

剤を投与します。その際、患部以外の場所に薬剤
が放出されることは避けなければなりません。そこ
で、当研究室では、光照射によって薬剤の放出を
コントロールするシステムを考案し、概念実証に成
功しています。工学で医療に貢献するバイオエンジ
ニアリングの可能性が広がっています。

応用が期待される「超伝導物質」の
さらなる可能性を突き詰めたい！

「超伝導物質」の研究に取り組んでいます。超伝
導とは、物質を極めて低い温度に下げたときに、
電気抵抗がゼロになる現象のこと。この性質を
利用して、無損失送電や超強力磁石の開発な
どが期待されています。なかでも最も実用化が
期待されている特定の超伝導物質（※）におい

て、世界で初めて100ナノメートル程度の薄膜を
作製することに成功しました。これを用いて超伝
導物質のさまざまな物質特性を明らかにし、さら
なる可能性を突き詰めたいと思っています。超
伝導物質が持続可能なエネルギー社会に役立
つよう、研究を続けていきます。

物理学＋電子情報工学を学び、
未来の医療技術を創る

准教授｜赤木友紀    
AKAGI, Yuki

 ● GEヘルスケア・ジャパン
 ●キヤノン
 ●日立製作所
 ● ニデック
 ● 花王
 ● エプソン
 ● 島津製作所
 ● 横河電気
 ● パイオニア
 ● 本田技研工業
 ●ヤマハ発動機
 ●日本電気
 ●アンリツ
 ● 三菱電機
 ● 住友電気工業
 ● 東京ガス
 ● 清水建設
 ● 大成建設
 ● 中国電力
 ●日本音響エンジニアリング

卒業後の主な進路
 ●オリンパス
 ●ソニー
 ●コニカミノルタ
 ●トプコン
 ● シスメックス
 ● パナソニック
 ● 東京エレクトロン
 ● 横河計測
 ●トヨタ自動車
 ●日産自動車
 ● 富士通
 ● NTTデータ
 ●ダイキン工業
 ● 村田製作所
 ● 官公庁　など

進学
 ● 東京農工大学大学院
 ● 他大学大学院　など

生体医用システム
工学科の学び

大学院工学府 電子情報工学専攻
博士後期課程3年

東京都立小金井北高等学校出身

秦  東益  
QIN,Dongyi

学生の声研究室 PICK UP

56名

定員

※Ba₀.₆K₀.₄Fe₂As₂

◎印の科目は必修、○印の科目は選択必修

専門科目
専門基礎科目 専門科目

4
年次

◎生体医用システム工学特別演習Ⅰ・Ⅱ
◎生体医用システム工学特別実験Ⅰ・Ⅱ
◎卒業論文

3
年次

○病理学・薬理学
◎生体医用工学Ⅱ
◎生命倫理
○化学物理
○材料力学
○光エレクトロニクス
○量子技術概論
○医用超音波工学
○医用メカトロニクス
○生体機能工学

○医用計測・機器
○流体力学
○生体フォトニクス
○医用デバイス工学
◎生体医用システム
工学実験Ⅱ
◎研究室体験配属

2
年次

数理統計学
◎電磁気学Ⅱおよび演習
力学Ⅱ
熱統計力学
振動・波動
◎プログラミングⅡおよび演習

◎電気回路
電子回路
生物学
◎生体医用工学Ⅰ

計測・制御
医用画像工学
AI 入門
科学英語ゼミ
抗体免疫学
臨床医学基礎Ⅰ・Ⅱ
生化学
特別ゼミⅡ
◎生体医用システム工学実験Ⅰ

1
年次

◎工学基礎数学
工学応用数学
化学基礎
◎生物学入門
◎力学Ⅰ
◎電磁気学Ⅰおよび演習
◎プログラミングⅠおよび演習
◎臨床医学概論
生理学

特別ゼミⅠ〈工学部共通〉
線形代数学Ⅰ
微分積分学および演習Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分積分学および演習Ⅱ

工
学
部 THE FACULTY OF ENGINEERING
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原子から高分子に至る幅広いスケールの化学物質の構造や機能などを、講義、実験、研究の対象としてい
ます。有機化学、無機化学、物理化学、高分子化学等の基礎科目から、半導体化学、エネルギー化学、触媒
化学、バイオ材料化学、高分子物性等の応用科目まで習得します。このように化学や材料科学の基礎から
応用まで学ぶことによって、多様な化学・材料科学の領域や、化学と環境・食品・医薬等との境界・融合領
域において活躍できる研究開発力が身につきます。

本学科が目指すもの

応用化学科の学び

 中学校教諭1種免許（理科）
 高等学校教諭1種免許（理科）
 博物館学芸員

取得できる免許・資格

 ●アステラス製薬
 ●クラレ
 ●クレハ
 ●コニシ
 ● 住友化学
 ● 積水化学工業
 ● 東ソー
 ● 豊田合成
 ●日産化学
 ● 三井化学
 ● 三菱ガス化学
 ● 三菱ケミカル
 ● JXTGエネルギー
 ● JSR
 ●ブリヂストン
 ● 横浜ゴム
 ● 富士紡ホールディングス
 ●日本製紙
 ●日本軽金属

 ● 三菱マテリアル
 ●日野自動車
 ● 本田技研工業 
 ● GSユアサ
 ●デンソー
 ●日本精工
 ●キヤノン 
 ● パナソニック
 ● 富士電機 
 ●リコー
 ● TOPPANホールディングス
 ● ぺんてる
 ●キユーピー
 ● 雪印メグミルク
 ● 東洋製罐
 ●日本ゼオン　など

進学
 ● 東京農工大学大学院　など

卒業後の主な進路

応用化学

分子変換化学／光電子材料化学／分子設計
化学／無機固体化学／電子エネルギー化学／
分子触媒化学／有機・高分子物理化学／有
機・高分子素材化学／有機・高分子物性化
学／バイオ高分子材料／超分子・分子集積構
造材料

二酸化炭素を用いてプラスチックを開発
有機合成化学で環境にやさしい「ものづくり」

有機合成化学、有機高分子化学を基盤とした
「有機機能性材料」の創製に取り組んでいま
す。つまり、有機化学を用いた「ものづくり」です。
研究の柱のひとつは、二酸化炭素を用いたプラ
スチック開発です。枯渇する化石燃料の代わりに
自然に豊富に存在する二酸化炭素を使ってプラ

スチックをつくることができれば、環境にやさしい
のは言うまでもありません。
実験では二酸化炭素由来プラスチックの化学合
成をするための金属触媒の開発や新しい機能
を付加した材料の開発にも取り組みます。化学
メーカーなど企業との共同研究も盛んです。

「遷移金属化学」に魅了され大学院へ。
将来は創薬の仕事に携わりたい！

学部3年次に「遷移金属化学」という研究分野
を知り、医薬品などを構成する物質をつくる基盤
研究として、金属触媒を用いた有機化合物の合
成に可能性を感じました。2010年にノーベル化
学賞を受賞した根岸英一・鈴木章先生の研究も
遷移金属化学の分野なのだと驚いた記憶があり

ます。現在は、遷移金属を触媒として化学原料の
アセチレンとブタジエンを反応させ、２つの環によ
り構成されたビシクロ化合物を合成する研究に
挑戦中。研究成果をまとめた論文がアメリカ化学
会の学術誌に掲載され、励みになりました。将来
は創薬分野で活躍したいです。大学院工学府 応用化学専攻

博士後期課程2年
私立開成高等学校出身

富田雄介  
TOMITA, Yusuke

化学に関する幅広い科目を無理なく着実に学習できるカリキュラムが用意されています。1～3年次の各
学年には実験科目がバランス良く配置されており、卒業研究は研究室において化学の最先端領域の研
究指導を受けられる体制が整えられています。

カリキュラム

物質の構造や機能を理解し、
新しい物質・材料の創出へ

准教授｜中野幸司   
NAKANO, Koji

学生の声研究室 PICK UP

81名

定員

◎印の科目は必修

専門科目
専門基礎科目 専門科目

4
年次

◎卒業論文
◎応用化学セミナーⅠ
◎応用化学セミナーⅡ

3
年次

統計力学
構造化学
分子分光学
エネルギー化学
化学工学
高分子物性Ⅰ
高分子物性Ⅱ
物性化学
セラミック化学
半導体化学

機器分析Ⅱ
有機化学Ⅴ
有機工業化学
有機金属化学
高分子化学Ⅱ
生体材料化学Ⅱ
◎論文・文献講読
◎応用化学実験Ⅲ
◎応用化学特別実験
◎研究室体験配属

2
年次

物理化学Ⅱ
反応速度論
量子化学Ⅰ
◎物理化学演習
無機化学Ⅱ
無機化学Ⅲ
◎無機化学演習
有機化学Ⅲ
◎有機化学演習
材料電磁気学
光学基礎
生体材料化学Ⅰ
環境物質化学概論

量子化学Ⅱ
機器分析Ⅰ
有機化学Ⅳ
高分子化学Ⅰ
◎応用化学実験Ⅰ
◎応用化学実験Ⅱ

1
年次

◎応用化学入門
◎物理化学Ⅰ
◎無機化学Ⅰ
分析化学
◎有機化学Ⅰ
有機化学Ⅱ
力学概論
振動・波動の物理
◎科学基礎実験

化学英語〈工学部共通〉
線形代数学Ⅰ
微分積分学および演習Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分積分学および演習Ⅱ
地学
地学実験

工
学
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

化
学
物
理
工
学
科

APPLIED PHYSICS AND CHEM
ICAL ENGINEERING

化
学
工
学
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理
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学
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電
子
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、機
械
工
学
な
ど
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広
い
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野
の
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り
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ー
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決
し
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す
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数学、化学、物理などの基礎科目および、化学工学と物理工学をバランス良く履修するカリキュラムで
す。専門科目ではエネルギー、新素材、環境の3つのキーワードを重視し、科目群を用意しています。研
究室配属により実践的な課題解決力を身につけます。

エネルギー・環境等の地球規模の課題を解決し、新産業を創出する課題解決力を身につけるには、化学と
物理の総合的理解が必要です。本学科では、総合的理解が必要な課題、例えば「新素材を用いた高効
率・低環境負荷のエネルギー変換デバイスの開発」など、社会的ニーズが高い課題に挑戦する高度グローバ
ルエンジニアを育成します。化学・物理の総合理解という社会からの要請が強く反映された、他大学には存
在しないオンリーワンの学科で学びましょう。

本学科が目指すもの

カリキュラム 化学物理工学科の学び

化学物理工学

化学工学／応用物理学／化学エネル
ギー工学／環境バイオエンジニアリング
／反応工学／分離工学／物性工学／
異相界面工学／プロセスシステム工学
／量子機能工学／基礎電子工学／電
子機能集積工学／量子過程工学／量
子光工学／エネルギーシステム工学

「乾燥」の過程で起こる液体の流れに
注目し、効率的に現象を引き起こす

コーヒーを飲み終わった後にカップの底を見
ると、まばらな模様が浮き出るのを見たことが
あるでしょうか。水分が蒸発し、固体粒子の膜
が残る。この現象を乾燥と言いますが、液体
は乾燥する過程で「流れ」が起きるため、カッ
プの粒子は不均一な状態で残ります。この乾

燥や液体の流れといった現象はモノづくりに多
く利用されていますが、その確たるメカニズム
は解明されていません。私たちの研究室では、
固体粒子を含む分散液が乾く／流れる様子
を光学顕微鏡で観察し、効率的に現象を引き
起こす方法を追究しています。

薄膜の乾燥プロセスを詳しく観察して
クラック形成のメカニズムを解明する

研究テーマは「乾燥」です。乾燥現象は、工業
分野において重要なプロセスです。例えば、粒
子分散液は塗布・乾燥プロセスを経て、電子デ
バイスの機能性薄膜やリチウム電池の電極など
に利用されます。これまで乾燥時のクラック（亀
裂）の入り方や防止方法の先行研究はありまし

たが、乾燥後の粒子膜の収縮については、研
究例が少ないのが実状です。そこで私は粒子膜
のゆがみや亀裂発生後の収縮を観察し、膜の
均一性向上、クラック形成のメカニズム解明に
役立てたいと考えています。乾燥という現象を深
く理解して、将来の仕事につなげたいです。

教授｜稲澤晋   
INASAWA, Susumu

大学院工学府 化学物理工学専攻 
博士前期課程2年

私立山手学院高等学校出身

田中友菜  
TANAKA, Yuna

化学と物理の知識をベースに
持続可能な社会を実現する

 中学校教諭1種免許（理科）
 高等学校教諭1種免許（理科）
 博物館学芸員

取得できる免許・資格

 ● 三菱ケミカル
 ● 富士フイルム
 ●日産自動車
 ● 花王
 ● 出光興産
 ●キヤノン
 ●キユーピー
 ● 千代田化工建設
 ● 住友化学工業
 ● 東ソー
 ●ブリヂストン
 ●コニカミノルタ
 ● AGC
 ● TDK
 ●日揮
 ● NOK
 ● 高砂熱学工業
 ● 東洋インキ
 ●日本化薬

卒業後の主な進路
 ● ユニチカ
 ● 三菱化工機
 ● 荏原製作所
 ● 大気社
 ● TOPPANホールディングス
 ●クレハ
 ● 王子製紙
 ●オルガノ
 ● 富士ゼロックス
 ●日立製作所
 ●日本電気
 ● 島津製作所
 ● 横河電機
 ●トヨタ自動車
 ● パナソニック　
 ● 中学・高校・大学教員
 ● 官公庁　など

進学
 ● 東京農工大学大学院　など

学生の声研究室 PICK UP

81名

定員

◎印の科目は必修、○印の科目は選択必修

専門科目
専門基礎科目 専門科目

4
年次

プロセスデザイン工学
◎卒業論文

3
年次

○熱統計力学および演習
科学技術英語
画像情報工学

○エネルギープロセス工学
エネルギー変換工学
エネルギーシステム工学
○環境工学
バイオプロセス工学
環境計測工学
○電気電子材料工学
光エレクトロニクス
高分子工学

電子物性工学
エンジニアリング製図演習
科学技術者倫理
インターンシップ
反応工学
◎化学工学実験
ナノ量子材料工学
◎物理工学実験
◎研究室体験配属

2
年次

微分方程式Ⅰ 
微分方程式Ⅱ 
ベクトル解析 
数理統計学 
生物化学 
分析・機器分析化学

有機化学 
○移動現象論および演習
○工業熱力学
○エレクトロニクス基礎
○電磁気学および演習
○量子力学および演習
○システム工学基礎

プロセス制御工学
◎先端化学物理工学概論
◎化学物理工学先端プロジェクト演習
◎化学物理工学実験Ⅰ・Ⅱ
反応速度論
拡散分離工学 
粉粒体プロセス工学
電磁波工学
電気回路理論
電子デバイス工学

1
年次

◎物理学基礎Ⅰ
○物理学基礎Ⅱ
◎化学基礎
○化学物理基礎
○生物学基礎
◎化学物理数学  
◎化学物理工学概論
◎化学物理工学基礎
プロジェクト演習

○情報プログラミング 
○無機化学基礎  　
○有機化学基礎
○ケミカルエンジニアリング基礎
〈工学部共通〉
線形代数学Ⅰ
微分積分学および演習Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分積分学および演習Ⅱ
地学
地学実験

情報応用プログラミング

工
学
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE
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機械力学、熱工学、流体力学、材料工学などの機械製作に欠かせない知識と技術を身につけ、幅広く
基礎を習得。2年次後学期から「航空宇宙・機械科学」と「ロボティクス・知能機械デザイン」の2コース
に分かれ、興味のある科目を重点的に学ぶことができます。

スマートモビリティ、デジタルものづくり、ロボティクス・ナノメカニクスという3つの軸を中心に幅広い機械系専門
分野のダイバーシティをカバーする学科です。基礎となる力学、制御、数値解析、プログラミング、材料、設計、
加工、精密計測、電子工学などを体系的に学び、「航空宇宙・機械科学」「ロボティクス・知能機械デザイン」の
2コースで、機械エンジニアとしての根幹を深く太くし、スペシャリティの枝葉を伸ばし広げることができます。

本学科が目指すもの

カリキュラム

 ● IHI
 ● JFEスチール
 ●日本電気
 ● NTTデータ
 ● いすゞ 自動車
 ●オークマ
 ●オリンパス
 ●カシオ計算機
 ●マレリ
 ●カワダロボティクス
 ● サーモス
 ● シチズン時計
 ● SUBARU
 ● セイコーエプソン
 ●ソニー
 ●ダイハツ工業
 ●テルモ
 ●デンソー
 ● パナソニック
 ●ファナック
 ●フジクラ
 ●ブラザー工業
 ●ブリヂストン
 ●マツダ
 ●ミクニ
 ●ヤフー
 ●リコー

 ● 安川電機
 ● 伊藤忠テクノソリューションズ
 ● 横河電機
 ● 古河電気工業
 ● 三菱重工業
 ● 三菱電機
 ● 鹿島建設
 ● 住友電気工業
 ● 小松製作所
 ●日本製鉄
 ● 積水化学工業
 ● 川崎重工業
 ● 竹中工務店
 ● 電源開発
 ● 東京ガス
 ● 東京電力ホールディングス
 ●日揮
 ●日産自動車
 ●日本コロムビア
 ●日野自動車
 ●日立金属
 ●日立製作所
 ● 富士通ゼネラル
 ● 本田技研工業　など

進学
 ● 東京農工大学大学院　など

卒業後の主な進路

 中学校教諭1種免許（理科）
 高等学校教諭1種免許（理科）
 博物館学芸員

取得できる免許・資格

機械システム工学科の学び
エネルギーシステム解析／流体力学／機械材料学／材料力学
／弾塑性解析／機械要素解析／機械システム設計／熱流体シ
ステム設計／車両システム工学／精密計測工学／制御システ
ム／機械電子工学／生産システム工学／機械解析幾何学／機
械解析代数学／メカノフォトニクス／メカノビジネス／宇宙工学
／スポーツサイエンス

プラズマによって空気の流れを操作し、
流体機械の性能向上に貢献したい

私の研究対象は「空気力学」と「プラズマ」で
す。プラズマは放電によってつくり出せる物質
で、その特性を利用すると物体の周りにある空
気の流れを操作することができます。例えば、
航空機や車といったモビリティの空気抵抗低
減や、風車やタービンの発電効率改善など、

流体をエネルギーに変換する機械の性能アッ
プに応用できるのです。私はプラズマから空気
に力が伝わるメカニズムの解明に取り組みな
がら、さまざまな流体機械への実用化を目指し
ています。この技術を通して、持続可能な社会
の実現に貢献したいと考えています。

特殊な計測手法で音場の可視化を実現し
人体内音場と細胞損傷の関係を解明する

機械システム工学科は、流体、材料、ロボットなど
幅広い研究テーマを選択できるのが魅力です。そ
の中で私は、機械工学の「4力」のひとつ流体工
学を専門に、超音波を利用した治療における、
人体内音場と細胞損傷の物理的関係を明らか
にすることを目的とした研究をおこなっています。

具体的には、BOS法*という特殊な手法を用い
て、これまで計測困難とされた音場の定量評価
実現を目指しています。研究対象である超音波
は、工業、農業、医療など応用先は多岐に渡り，
ミクロな実験での現象をマクロな社会へ影響を
与えることができる点にやりがいを感じています。

教授｜西田浩之   
NISHIDA, Hiroyuki

大学院工学府機械システム工学専攻 
博士後期課程3年

埼玉県立川越女子高等学校出身

市原さやか  
ICHIHARA, Sayaka

ハードとソフトを融合し
人類の未来を拓く技術を実現する

学生の声研究室 PICK UP

102名

定員

*Background-oriented schlieren法＝非接触圧力場計測手法の一種

◎印の科目は必修科目、○印の科目は両コース共通専門科目

専門科目

自然科学基礎科目
（数学）（科学） 専門基礎科目

専門科目

航空宇宙・機械科学コース ロボティクス・知能機械デザインコース

4
年次

科学技術英語 ◎卒業論文

3
年次

数理統計学
統計動力学系解析
量子力学概論

工学倫理 塑性力学
伝熱学Ⅱ
構造材料評価法
トライボロジー
数値流体力学および演習
機械材料工学Ⅱ
宇宙推進工学
航空宇宙流体力学
有限要素法および演習
ガスタービン

機械設計Ⅱ
生産加工学Ⅱ
計測・信号処理工学
ロボット工学
MEMS
車両工学
生産システム工学
人間科学計測法
振動制御および演習
メカトロニクスおよび演習

2
年次

微分方程式Ⅱ
ベクトル解析
関数論
電磁気学
化学基礎
生物学基礎
連続体力学

流体力学Ⅰ
機械材料工学Ⅰ
制御工学Ⅰ
機械設計Ⅰ
伝熱学Ⅰ
生産加工Ⅰ

弾性力学 機械電子工学Ⅱ
光工学

※2年次後学期から2コース制に移行

1
年次

微分方程式Ⅰ
力学Ⅰ
力学Ⅱ
〈工学部共通〉
線形代数学Ⅰ
微分積分学および演習Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分積分学および演習Ⅱ
地学
地学実験

◎基礎ゼミ
機械システムデザイン
材料力学Ⅰ
熱工学Ⅰ
機械力学Ⅰ
機械電子工学Ⅰ

◎機械製図法
◎機械システム特別研究Ⅰ

○流体力学Ⅱ
○宇宙制御工学
◎CAD演習

◎機械システム工学実験Ⅲ
◎研究室体験配属
○機械システム特別研究Ⅱ

○材料力学Ⅱ
○熱工学Ⅱ
○機械力学Ⅱ
○制御工学Ⅱ
◎機械システム設計製図

◎コンピュータプログラミングⅠ
◎コンピュータプログラミングⅡ
◎機械システム工学実験Ⅰ 
◎機械システム工学実験Ⅱ 
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LABORATORY 
PICK UP

STUDENT VOICE

知
能
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

ELECTRICAL ENGINEERING AND COMPUTER SCIENCE

情
報
工
学
か
ら
電
気
電
子
工
学
に
わ
た
る
幅
広
い
技
術
の
基
礎
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。コ
ン
ピュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、先
端
デ
バ
イ
ス
技

術
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、次
世
代
通
信
技
術
、人
工
知
能
技
術
、ロ
ボ
ティ

ク
ス
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

知能情報システム工学科では基礎となるプログラミングや電気回路等の専門基礎科目に実験・演習を
組み合わせることで「手を動かす教育」を行います。専門科目の履修には2つのコースを用意すること
で、幅広い知能情報システム工学分野の中でアイデンティティを確立します。

知能情報システム工学科では、人間と親和性の高い知的な情報システムの創出ならびに次世代のサイバー
フィジカル社会を支える基盤となる電子情報通信システムの構築に必要な教育研究を行います。これにより、
現代社会が抱える諸問題の解決に貢献する高度イノベーション人材の養成を目指しています。

本学科が目指すもの

企業連携を軸にした研究活動を通して
社会で確実に役に立つ力を身につける

カリキュラム

私の研究室では、IoTやAIシステム、最新のセ
ンシング技術を用いて、人間の行動支援や環
境モニタ技術の開発に取り組んでいます。例
えば、AIカメラでオフィスワーカの行動を解析す
る研究のほか、サイネージやプロジェクタの光
で人やドローンをサポートする研究があります。

情報技術は今、私たちの生活や産業に欠か
せません。我々の研究は企業との共同プロジェ
クトも多く、打ち合わせやイベントなど企業の方
と接する機会が多いのが特長。社会のために
なる活動をして、卒業後にも役に立つ力を身
につけてほしいと思っています。

「光の色」に情報を埋め込んだ
プロジェクションマッピングを実現する

プロジェクションマッピングを用いた情報の転
送技術について研究しています。これは、画像
を読み取ることで情報が得られるQRコードの
ように、プロジェクタによって投影された光をカ
メラで読み取ることで、電気信号に変換して情
報を受信できるようにする技術です。光を電気

信号に変換する技術を開発している企業から
の協力やアドバイスを得ながら、この研究の応
用可能性の模索やデモ機器の作成を行って
います。企業の展示会にデモ機器を出展する
こともあり、研究活動の成果を外部に発信す
るやりがいを感じています。

准教授｜中山悠   
NAKAYAMA, Yu

大学院工学府 知能情報システム工学専攻
博士前期課程2年

三重県立四日市高等学校出身

樋口綾乃
HIGUCHI, Ayano

超スマート社会を支える
技術者・研究者を養成

 ●日本電信電話           　 
 ● エヌ・ティ・ティ・データ  
 ● エヌ・ティ・ティ・コミュニ
ケーションズ　

 ● 野村総合研究所 
 ● KDDI 
 ●日本電気 
 ●日立製作所      
 ● 富士通             
 ● 三菱電機                    
 ●ソフトバンク              
 ● TDK                          
 ● 東芝                          
 ● 古河電気工業              
 ●カシオ計算機　　　　　
 ●リコー                       
 ● ニコン                       
 ●キヤノン                    
 ●ソニー                       
 ● 横河電機                    
 ● 住友電気工業　　　　　
 ●ヤマハ発動機　　　　　
 ● みずほ情報総研　　　　
 ● みずほ銀行                  
 ● 三菱UFJ銀行　　　　　 
 ● 大日本印刷　　　　　　 
 ● TOPPANホールディングス　　　　　 
 ● 東日本旅客鉄道　　　　　　 
 ●リクルートホールディングス 
 ●日本放送協会　　　　　　　 　       
 ●トヨタ自動車
 ● 本田技研工業

 ● いすゞ 自動車
 ● 三菱自動車工業
 ●日産自動車
 ● SUBARU
 ● 小松製作所
 ●日立ソリューションズ・テクノロジー
 ●日立国際電気
 ●ルネサス エレクトロニクス
 ● 電源開発
 ● 東京電力ホールディングス
 ● 東京エレクトロン
 ● 東京ガス
 ● 関電工
 ●ディー・エヌ・エー
 ●ソニー・インタラクティブエンタテ
インメント

 ● 任天堂
 ● セガゲームス
 ●ヤフー
 ●スクウェア・エニックス・ホール
ディングス

 ● バンダイナムコオンライン
 ● SCSK
 ● サイバーエージェント
 ● 大学教員
（大学院博士後期課程修了生）

 ● 国家公務員総合職　など

進学
 ● 東京農工大学大学院
 ● 東京大学大学院
 ● 東京工業大学大学院  など

卒業後の主な進路

 中学校教諭1種免許（数学）
 高等学校教諭1種免許（情報・数学）

取得できる免許・資格

システムソフトウェア／ネットワーク／セキュリティ／パターン認識／人
工知能／ロボティクス／コンピュータグラフィックス・VR／ヒューマン
インタフェース／計算機アーキテクチャ／アルゴリズム／計測・制御
工学／信号処理／画像工学／通信工学／電子材料・物性工学
／ナノデバイス／パワーエレクトロニクス／ワイヤレス通信／電磁気
学／電子回路／電子デバイス

知能情報システム
工学科の学び

学生の声研究室 PICK UP

120名

定員

専門科目
専門基礎科目 専門科目

数理情報工学 電子情報工学 数理情報工学 電子情報工学

4
年次

　　◎論文・文献購読
　　◎卒業論文

3
年次

◎知能情報システム工学実験２A
○先端数理情報数学
　オペレーティングシステム
　言語処理系
　ソフトウェア工学
　コンピュータグラフィックス
　情報セキュリティ
　計算機ネットワーク
　データベース
　関数プログラミング
　数理最適化

◎知能情報システム工学実験２B
○先端電子情報数学
　電子デバイスⅡ
　ディジタル電子回路
　メディア伝送工学
　量子力学概論
　熱統計力学
　パワーエレクロトニクス
　先端電子デバイス
　電磁波工学

2
年次

◎離散数学
◎アルゴリズム序論
◎アルゴリズム序論演習
◎計算機アーキテクチャ
◎計算機アーキテクチャ演習

◎電磁気学Ⅰ
◎電磁気学Ⅱ
◎基礎電子回路
◎電子デバイスⅠ

◎知能情報システム工学実験１A
　オブジェクト指向プログラミング

◎知能情報システム工学実験１B
　回路理論
　電子物性工学

　　関数論
　　代数学
　◎情報理論
　◎数理統計学
　◎線形システム

　地学実験
　化学基礎
　生物学基礎
　社会言語情報論
　情報化社会と職業

　○信号処理論
　○基礎情報数学
　○アルゴリズム論
　　マイクロプロセッサ
　○先進知能情報システム工学実験Ⅱ
　○先進知能情報システム工学実験Ⅲ

1
年次

　◎線形代数学Ⅰ
　◎微分積分学Ⅰおよび演習
　◎線形代数学Ⅱ
　◎微分積分学Ⅱおよび演習
　　地学
　◎微分方程式
　◎幾何学
　　物理学基礎
　◎知能情報システム工学概論

◎プログラミングⅠ
○プログラミングⅠ演習
◎プログラミングⅡ
◎プログラミングⅡ演習
◎コンピュータ基礎
◎基礎電気回路
◎論理回路
◎基礎回路演習

　○先進知能情報システム工学実験Ⅰ
　○先進知能情報システム工学演習Ⅰ

◎印の科目は必修、○印の科目は選択必修

○ヒューマンインタフェース
○パターン認識と機械学習
○画像工学
○人工知能
○VLSI設計
○計測・制御工学

○サステイナブルエネルギー工学
○通信工学
◎研究室体験配属
○先進知能情報システム工学演習Ⅱ
○先進知能情報システム工学実験Ⅳ
　インターンシップ
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学部で身につけた知識や実験・実習のスキルを活かして、自ら研究課題を見つけ出し、解決方法を模索していくのが大学院の学び。研究課題に
関するコミュニケーションや発表のスキルも磨くことができます。企業や行政機関の研究職を目指す場合、大学院の研究、ラボ活動の経験が、将
来の選択肢を広げてくれます。また、大学で研究を続け、研究者・指導者を目指すこともできます。

大学院
GRADUATE  SCHOOL

連合農学研究科
博士課程（後期3年）

本学、茨城大学および宇都宮大学の農学系大学院修士課程を母体
として編成された博士課程のみの大学院です。学生1名に関係分野
の教員3名を指導教員として配置し、濃密で効率的な研究指導体制
をとっています。全学生の約4割が留学生という国際色豊かな大学
院です。

工学府
博士前期課程・博士後期課程・
専門職学位課程

2023年4月に、欅型教育の完成を目指して、博
士前期課程6専攻、専門職学位課程1専攻、博
士後期課程6専攻へと改組し、また2019年4月に
は博士後期課程に東京外国語大学及び電気通
信大学と連携した共同専攻「共同サステイナビリ
ティ研究専攻」を設置しています。工学府では、所
属専攻で高度な専門性を身につけるとともに専
攻横断型の学際科目も用意し、企業などとの共
同研究を通して、他の専門分野の人とも協働でき
る人材を育成することを目標にしています。工学
府は社会にも広く開かれた学びを展開しており、
企業や研究機関に所属する研究者なども就業し
ながら博士後期課程を修了することができます。

生命工学専攻
生体医用システム工学専攻
応用化学専攻
化学物理工学専攻
機械システム工学専攻
知能情報システム工学専攻

博士前期課程

共同獣医学科の卒業生は、岩手大学と共同で
設置している獣医学の大学院博士課程（修業年
限4年）に進むことができます。動物基礎医学、獣
医衛生科学、獣医臨床医科学のうちのひとつに
所属して研究を進めます。

共同獣医学専攻

4年制博士課程

共同獣医学専攻
4年制博士課程

農学府
修士課程

「農学」を基盤として地球規模の課題に挑める人
材を育成するために、農学府（修士課程）は
2019年4月、改組を行いました。旧来の9専攻の
すべての分野を1専攻に集約し、専門分野間の
学術交流を活性化します。また、海外の研究留
学や提携大学とのダブルディグリープログラムも整
備。グローバル社会のニーズに応えるスキルの養
成にも注力します。

修了後のキャリア
東京農工大学/茨城大学/千葉大学/秋田県立大学/農林水産
省/農研機構/理化学研究所/東京都/University of California - 
Davis/カセサート大学/マレーシア工業大学/野村證券/森永乳
業/第一三共/キユーピー/中部電力/アジア航測 ほか

大学院先進学際科学府では、計測科学、計算科学、データ科学を
三位一体として連携・融合することにより農学・工学を基盤とした学
際的な教育研究を行います。先進学際科学専攻（博士前期課程・博
士後期課程）及び早稲田大学との共同専攻である共同先進健康科
学専攻（博士課程（後期3年））を設置して実データを活用した知の
創造、科学的・社会的課題の解決、持続的社会の実現に向けた新
しい知や価値の創出に取り組む高度情報人材を育成します。

先進学際科学府
［設置構想中］
博士前期課程・博士後期課程・博士課程（後期3年）

修了後のキャリア
旭化成／ソニー／全日本空輸／オリンパス／パナソニック／東京エ
レクトロン／日産自動車／プリマハム／キヤノン／日揮／村田製作
所／花王／トヨタ自動車 ほか

「卓越大学院プログラム」は、各大学の強みを核としつつ国内外の大学や研究
機関、民間企業等と連携し、世界最高水準の教育研究力によって博士人材
を育成する、文部科学省による5年一貫のアドオンプログラムです。本学では、
農学と工学 を基盤とし、「新産業創出＝先端研究力による新分野創生」と定
義づけ、これを実行し得る「未来に対する大胆な構想力と段階を踏んだ着実
な実行力」を持つ卓越した博士人材を育成しています。俯瞰力及び独創力並
びに高度な専門性を備え、新発想や新展開をもたらす高度な「知のプロフェッ
ショナル」を学術界、産業界、国際機関等へ輩出することを目指しています。

東京農工大学卓越大学院プログラム
「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーの養成

連携機関

国内
●東京エレクトロン（株）
● （株）クボタ
● イオン アグリ創造（株）
● （株）島津製作所
● （公社）日本農業法人協会
● （一社）首都圏産業活性化協会
● （株）リバネス
● （株）リクルート
● 実践女子大学
● （一社）AgVenture Lab

海外
 オックスフォード大学［イギリス］
 ライプニッツ農業景観研究センターZALF

　 ［ドイツ］
 ボン大学［ドイツ］
  ライプニッツ農業工学・生物経済研究所ATB
［ドイツ］

 ガジャマダ大学［インドネシア］
 ベトナム林業大学［ベトナム］
 コーネル大学［アメリカ］
 カリフォルニア大学（デービス校）［アメリカ］
  ノースカロライナ大学（チャペルヒル校）［アメリカ］

農
工
協
創

新
産
業
創
出

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

博士後期課程
生命工学専攻
生体医用システム工学専攻
応用化学専攻
化学物理工学専攻
機械システム工学専攻
知能情報システム工学専攻

博士課程（後期3年）

共同サステイナビリティ研究専攻

専門職学位課程

産業技術専攻

修士課程
農学専攻　
● 生物生産科学コース
● 応用生命化学コース
● 自然環境資源コース
● 食農情報工学コース
● 地球社会学コース
● 国際イノベーション農学コース

博士課程（後期3年）

生物生産科学専攻
応用生命科学専攻
環境資源共生科学専攻
農業環境工学専攻
農林共生社会科学専攻

博士前期課程（２年）
※令和７年度設置予定

先進学際科学専攻　
● 予測情報学コース
● 資源・エネルギー科学コース
● 食料・環境科学コース
● 健康・福祉科学コース

博士後期課程（3年）
※令和9年度設置予定

先進学際科学専攻　
● 予測情報学コース
● 融合科学コース

博士課程（後期3年）
※令和9年度設置予定

共同先進健康科学専攻
※現時点では設置に向けた構想中であり、内容を変更する場合があります
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大学院農学府農学専攻
自然環境資源コース修士課程1年

村井陽香  MURAI,Haruka
 私立市川高等学校出身

大学院農学府物質循環環境科学専攻 
修士課程修了

宮下絵夢フェリチタス  
MIYASHITA, Emu-Felicitas
長野県飯田高等学校出身

資源分野について学ぶためにタイに留学
学部3年次に6か月間、タイのカセタート大学に留学しました。資源分野
に興味があったので、資源輸出国のタイを選びました。留学先では、森
林学部の研究室に所属しながら、農学部で熱帯農学を学びました。研
究室では、耐熱紙や竹の国産国消に向けた研究のプロジェクトに参加。
研究以外では現地NGOを通じて、マングローブ植林のインターンシップ
を経験しました。アジアで豊かな自然に触れ、地球環境を守ることの大
切さを実感。将来は、資源・環境分野で国際的に活躍できる人材になり
たいです。

プログラム：セメスター派遣プログラム
留学先：カセタート大学（タイ）
期間：6か月

短期派遣から長期の研究留学へ　
農工大から世界に羽ばたこう！

世界41か国・地域の
ネットワーク

1か月～１年間 １年間～
協定締結校数
アジア80校、ヨーロッパ49校、北アメリカ12校、南アメリカ6
校、中東6校、オセアニア3校、アフリカ3校、国際連合1校
（2023年5月1日現在）

東京農工大学は、世界41の国・地域に渡る160大学・研
究機関（2023年5月1日現在）と国際学術交流協定を締結
し、活発に留学や研究派遣を行っています。協定校からも
多く学生を受け入れており、合同の授業、研究活動、そして
キャンパス生活を通しての交流があります。なお、海外協定
校への留学（オンラインを含む）は、原則として授業料等を支
払う必要はありませんが（一部例外あり）、参加費を徴収す
る場合があります。

日本国内にいても
「国際力」が身につく
「国際力」を身につけるための取り組みは、キャンパス内
でも行われています。2019年度からスタートした新カリ
キュラムでは、教養教育としての英語科目において「読
む・聞く・話す・書く」の４技能をバランスよく伸ばす科目
を配置し、英語によるディスカッションやプレゼンテーショ
ンなどを行います。また、英語力向上推進プログラムの
一環として、TOEFLテスト対策講座を学内にて実施し、
英語による講義を受講し単位が取得できるレベルの英
語力育成を目指しています。その他、留学生とともに学
びながら、日本での生活をサポートする学生の活動（バ
ディ・クラブ）が盛んに行われ、英語でのコミュニケーショ
ン力やグローバルな視点を培うことにつながっています。

海外大学の研究室に所属し
本格的な研究に参加できる

学生が各自の研究テーマに合わせて派遣先を決め
る本格的な研究留学。学部4年生から大学院修士
課程の学生が主な対象で、派遣先は世界各国の
大学や研究機関、現地の研究室に所属し、本格的
な研究に参加します。研究活動を行うため、一定レ
ベルの英語力が求められます。日本学生支援機構
（JASSO）の奨学金を利用した支援も可能です。

海外の大学で学位を
取得できるプログラム

東京農工大学に在籍しながら、提携大学に留学し、
学位を取得できるダブルディグリープログラム。学部4
年生から大学院修士課程の学生が主な対象で、期
間は原則1年間。派遣先は、アメリカ、イタリア、インドネ
シアの提携大学など。現地で本格的な研究に従事
し、グローバル人材を目指すことができます。

10日～2か月間

英語圏で将来につながる
語学力を身につける

主に英語圏で行う短期の語学研修プログラムです。
学部1～3年生が主な対象で、夏季・春季の休暇中
に実施されます。派遣先は、アメリカ、ニュージーランド、
タイ、マレーシアなど。カリフォルニア大学デービス校な
ど、海外の名門大学のキャンパス内で学ぶチャンスも
あります。将来の研究留学につながる語学力をここで
身につけます。

10日～2か月間

現地の農・工業や文化を体験
学生と交流するチャンスも

学生の学びテーマに合わせて、海外の現場視察を
するための短期留学プログラム。学部1～3年生が主
な対象で、夏季・春季の休暇中に実施されます。派
遣先は、アメリカ、ニュージーランド、タイ、マレーシア、ブ
ルネイ、フィンランドなど。現地の農業や文化などを体
験できるほか、現地の学生と交流するチャンスもあり
ます。

3か月～6か月間

現地で履修しながら文化やビジネスを
学ぶ中長期の派遣プログラム

東南アジアをメインとする派遣先で、1学期以上を過
ごし、現地の文化やビジネスについて学ぶプログラ
ム。対象は学部3～4年生です。派遣先は、タイ、マ
レーシア、フィリピン、インドネシア、ドイツ、フランス、オラン
ダ、イタリア、フィンランドなど。現地でインターンシップを
経験できるプログラムもあります。

ドイツの大学院で博士号を取得
修士課程修了後、大学の支援で「学位取得型奨学金」を得て、ドイツ・
フンボルト大学の博士課程に留学しました。博士号を取得し、現在は博
士研究員としてフンボルト大学で研究を続けています。研究テーマは、市
民科学（Citizen Science）です。学部3年次に農工大のセメスター派遣
でドイツ留学を経験し、この分野を知りました。欧米では市民の科学研
究への貢献を分析する市民科学という研究分野が盛んです。環境分
野の国際機関の仕事に就き、これらの研究成果を世界に発信して行け
たらと考えています。

東京農工大学では、各学生の目的や語学力レベル、専門に応じて、さまざまな留学プログラムを用意しています。
短期語学留学から専門性の高いセメスター派遣、本格的な研究留学まで多彩なチャンスを提供し、
グローバルに活躍するイノベーションリーダーを育成しています。

イノベーションリーダーを育成する

東京農工大学のグローバル教育 各留学プログラムの
詳細はこちら

〈海外留学ポータルサイト〉

語学研修
プログラム

短期派遣
専門プログラム

セメスター派遣
プログラム 研究留学 学位取得

INTERVIEW01 INTERVIEW02

プログラム：学位取得留学
留学先：フンボルト大学（ドイツ）
期間：3年（大学院博士課程）

副学長（国際交流担当）

吉田 誠 YOSIDA,Makoto

東京農工大学の留学プログラムの特長は、短期で
も実習やファームステイなどを体験できること、長期
では連携大学の研究室で本格的な研究に取り組
めるプログラムが多いことが挙げられます。在学中
に短期派遣→セメスター派遣→長期研究留学と段
階的に本格的な留学にチャレンジする学生も多い
ですね。現地で英語を習得し、帰国後に研究室で
留学生と積極的にコミュニケーションをしている学
生も多く見かけます。コロナ禍を経て、2023年度夏
期からは、短期・長期のほぼすべての留学プログラ
ムが再開しています。学内での留学説明会にも多く
の学生が参加しています。留学の夢を実現するた
め、奨学金獲得など経済的なサポートにもますます

力を入れています。
最近は特に、長期の研究留学を推奨しています。
2025年度以降は、本学が海外機関と連携して実
施する研究プロジェクトに学生たちが参画し、環境
配慮型エネルギー、循環型マテリアル開発、食糧生
産などに挑戦するようなプログラムを新設する計画
もあります。農工大には、グローバル社会で活躍す
るための力を鍛えるさまざまな機会があります。ここ
から世界に羽ばたいてみませんか？
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食料品・飲料・
たばこ・飼料

15.7％

情報通信業
10.9％

その他の専門・
技術サービス業

10.0％

医療業、
保健衛生

6.1％

卸売・
小売業

6.1％

農業・林業
10.9％

建設業
6.1％

総合商社で南米チリの水道事業を支える

農薬の研究・開発で「食」の未来を支える

総合商社で海外の事業投資を担当する部門で働いています。現在は、南
米チリで水道事業を行う企業への投資を担当しています。もともと開発途上
国の支援に興味があり、業界研究をするなかで、商社で海外のインフラを支
えるという仕事に出会いました。学生時代は、「キヌア」という植物の耐塩性
に関する研究をしていました。水ビジネスにおいて化学や生物学の専門知識
は不可欠で、現地の技術者と話をする際に、化学記号でわかり合えたりする
ことも。大学での研究経験を海外のインフラ整備の仕事で活かしたいです！

住友化学株式会社で、農薬の研究・開発に携わっています。対象は殺
虫剤で、新規剤の探索や既存剤の応用開発を行っています。化学メー
カーの研究者である私ですが、学生時代の専攻は生物学。研究室で
は昆虫病原性ウイルスの研究に取り組み、大学院の博士課程まで進み
ました。博士課程1年次には、カリフォルニア大学デービス校に留学し、そ
の成果で国際共著論文を発表することもできました。農学の知見を活
かして、サスティナブルな食糧生産に貢献したいと思っています。

最先端のイメージセンサー技術を開発中！
スマホやデジカメに使われているイメージセンサーの開発に携わっています。
担当は新規の積層型デバイス開発で、日々 世界に先駆けた挑戦ができるの
がやりがいです。在学中は、農業用有機薄膜太陽電池の開発に取り組ん
でいました。デバイス開発という点では現在の仕事と共通点があり、研究室
で「ものづくり→評価→改善」というサイクルを回してきた経験は開発現場で
大いに活かされています。将来は車載・医療向けのセンサー開発に携わり、
社会をよりよいものにしていきたいと考えています。

深層学習で超音波検査画像を解析
深層学習（ディープラーニング）と呼ばれるAI（人工知能）を使った研究に取り
組んでいます。医療系の超音波検査画像を解析し、診断の精度向上に役
立てるのが狙いです。在学中は、生体信号処理の研究室で、機械学習を
使ってデータを解析する研究に取り組んでいました。機械学習や深層学習
の技術は急速に進歩していますが、基盤となる数学や統計学の知識は変
わりません。大学時代に数式とにらめっこしながら機械学習の基礎知識を
学んだ経験は、AIエンジニアとして大きな強みになっています。

牛久結貴
USHIKU, Yuki

大学院工学府物理システム工学専攻
（現：化学物理工学専攻）

博士前期課程修了
ソニーセミコンダクタ

ソリューションズ株式会社勤務

安富 優
YASUTOMI, Suguru

大学院工学府電気電子工学専攻
（現：知能情報システム工学専攻）

博士前期課程修了
富士通株式会社勤務

洪 美礼
 HONG, Mire

大学院農学府農学専攻
国際イノベーション農学コース修士課程修了

丸紅株式会社勤務

齋藤康将
 SAITO, Yasumasa

大学院 連合農学研究科
生物生産科学専攻博士課程修了

住友化学株式会社 勤務

4月
● 進学説明会　博士課程進学について
● 一般説明会　就職活動の流れと心構え

5月
● 公務員説明会　試験勉強の進め方ほか
● 一般説明会　インターンシップ講座ほか

6月
● 大学院進学説明会　奨学金・授業料免除制度の紹介ほか
● 一般説明会　業界研究セミナー

8月 ● 合同企業研究会

10月 ● 一般説明会　就職活動のはじめ方ほか

11月 ● 公務員説明会　人事担当者等による合同説明会ほか

12月
● 一般説明会　就職内定者による体験談ほか
● 留学生向け企業研究会

1月 ● 一般説明会　OBによる合同セミナーほか

2月
● 模擬面接講座　面接の実践とポイント
● 合同企業研究会　

3月
● 一般説明会　エントリーシートについて
● 模擬面接講座　面接の実践とポイント

進路（就職・進学）ガイダンス（令和5年度参考）

64.5%

59.1%

53.6%

22.6%

28.9%

35.3%

12.9%

12.0%

11.1%

81.9% 14.0% 4.2%

80.6% 15.3% 4.1%

81.5% 14.3% 4.2%

進路・就職サポート
“未来の自分探し”をお手伝い

学部卒業生・大学院修了生の
地方・国家公務員就職者数

※農学部・工学部卒業生、農学府・工学府修了生の合計

東京農工大学では、大学院への進学率が高いため、大学院を修了した後に就職する学生が多いことが特徴です。また、本
学では、学生各人が自己の能力・適性に合わせた職業選択をできるように、進路・就職の指導および情報提供をしていま
す。進路（就職・進学）ガイダンス日程等の詳細については、ホームページ・学生Web掲示板等で案内しています。CAREER

令和4年度
学部生（工学部）の進路状況

令和4年度
学部卒業生（工学部）・大学院修了生（工学府）の就職先状況

全体 全体

男子 男子

女子 女子

進学 就職 その他 進学 就職 その他

令和4年度
学部生（農学部）の進路状況

令和4年度
学部卒業生（農学部）・大学院修了生（農学府）の就職先状況

キャリア支援／進路・就職

年度 地方公務員 国家公務員

令和4 17人 15人

令和3 16人 18人

令和2 18人 16人

卒業生
I N T E R V I E W

卒業生
I N T E R V I E W

東京農工大学では、学生一人ひとりの進路や就職に関す
る悩みや相談に応えられるように、豊富な経験と知識を有
する相談員（キャリア・アドバイザー）を学外から招へいし、み
なさんの相談に応じています。また、就職情報コーナーを
各キャンパス学生支援室に設け、随時企業情報の収集等
ができるようにしています。

卒業生
I N T E R V I E W

卒業生
I N T E R V I E W

印刷・同関連業 
0.9%

はん用・生産用・
業務用機械器具 0.4%

電気・情報通信
機械器具 1.7%

その他の
製造業 1.7%

不動産業・物品賃貸 1.7%

電気・ガス・熱供給・
水道業 1.7%

学術・開発研究機関 3.0%

その他の製造業 
4.5%

電気・ガス・
熱供給・水道業 

2.4%

上記以外 0.9%

宿泊業・飲食サービス業 1.3%

生活関連サービス業、娯楽業 1.7%

学校教育 0.4%

その他の教育、
学習支援業 

1.3%

複合サービス事業 2.2%

その他サービス業 0.9%

地方公務 3.0%

国家公務 3.9%

運輸業、郵便業 0.9%

化学工業、
石油・石炭製品 3.9%

その他の教育、
学習支援業 0.2%

鉱業・採石業・
砂利採取業 

0.2%

医療業、保健衛生 0.2%

農業・林業 0.2%

地方公務 1.4%

その他サービス業 0.8%

国家公務 1.0%

学校教育 1.2%

電子部品・デバイス・
電子回路 0.9%

金融・保険業 1.7%

化学工業、
石油・石炭製品

14.8％

はん用・生産用・
業務用機械器具

6.3％

電子部品・
デバイス・
電子回路 

10.9％電気・情報通信
機械器具

11.9％

輸送用
機械器具

7.3％

情報通信業
20.6％

繊維工業 0.2%
印刷・同関連業 1.4%

建設業 1.0%

上記以外 1.6% 食料品・飲料・たばこ・飼料 1.8%

鉄鋼業、非鉄金属・
金属製品 2.6%

卸売・小売業 
1.2%

生活関連サービス業、
娯楽業 1.0%

学術・開発
研究機関 
1.4%

その他の専門・
技術サービス業 1.8%

運輸業、郵便業 
0.8%

金融・保険業 
1.0%
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FUCHU 
1	 1号館
2	 2号館
3	 3号館
4	 4号館
4 N	 新4号館
5	 5号館
6	 6号館
7	 7号館
8	 8号館
9	 9号館

10	 農学部第1講義棟
11	 農学部第2講義棟
12	 農学部本館・科学博物館 分館
13	 府中図書館
14	 動物医療センター
15	 硬蛋白質利用研究施設
16	 府中体育館
17	 総合屋内運動場施設
18	 福利厚生センター
19	 大学院連合農学研究科管理研究棟
20	 共同先進健康科学専攻棟

21	 �運動場附属施設	
（ゴルフ練習場）

22	 �学生系事務棟 
（グローバル教育院府中オフィス）

23	 本部管理棟
24	 保健管理センター
25	 50周年記念ホール
26	 広域都市圏 

フィールドサイエンス教育 
研究センター

27	 遺伝子実験施設
28	 農学部RI研究室
29	 乳牛舎
30	 府中国際交流会館
31	 楓寮（女子寮）

32	 府中第2宿舎（職員宿舎）

33	 府中幸町宿舎（職員宿舎）

34	 府中第4住宅（職員宿舎）

35	 先進植物工場研究施設
36	 �農工夢市場・事務室
37	 厩舎
38	 檜寮（男子寮・女子寮）

CAMPUS MAP

東京都内にありながら、約27万平方メートルという広大な敷地を誇る府中キャンパス。緑あふれる構
内には、講義棟や研究棟、先進の研究施設が設置されており、自然に恵まれた環境で学ぶことができ
ます。さらに、広域都市圏フィールドサイエンス教育研究センターの農場が広がっています。

府中キャンパス

農学部本館

先進植物工場研究施設

本館 大講堂 動物医療センター 遺伝子実験室

農工夢市場

府中図書館馬術部

農学部食堂

檜寮

農場

1 2 3 4
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FUCHU CAMPUS

牛舎
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KOGANEI

1
2

3

4

5

6
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15

14

17

18

19

2021

22

23 24

25

26

27

28
29

30

31

32

33

34

35

23

1	 1号館
2	 2号館
3	 3号館
4	 4号館
5	 5号館
6	 6号館
7	 7号館
8	 8号館
9	 9号館

10	 10号館
11	 11号館
12	 12号館
13	 13号館（グローバル教育院）

14	 14号館
15	 工学部講義棟
16	 新1号館
17	 小金井図書館
18	 BASE本館

19	 工学部総合会館
20	 CAD ／ CAM実習棟
21	 先端産学連携研究推進センター
22	 科学博物館
23	 先端科学実験棟
24	 環境管理施設
25	 ものづくり創造工学センター
26	 体育館・武道場
27	 工学部RI研究棟
28	 小金井国際交流会館
29	 欅寮（男子寮）

30	 桜寮（女子寮）

31	 小金井第2宿舎（職員宿舎）

32	 140周年記念会館（愛称：エリプス）

33	 次世代キャパシタ研究センター
34	 管理棟（愛称：CUBE）
   　　  （小金井地区事務部・保健管理センター）

35	 小金井動物救急医療センター

豊かな自然に恵まれ、欅並木と銀杏並木が印象的な小金井キャンパス。都心から電車で30分圏内と
好立地に位置し、工学の基礎から応用までを学ぶ講義棟をはじめ、研究開発に取り組む各種施設
が立ち並びます。国内外の最先端を担う研究開発を行うのに適した環境となっています。

小金井キャンパス

140周年記念会館（エリプス）

食堂

欅並木

中庭

東門

新1号館

小金井図書館

科学博物館

ものづくり創造工学センター 欅寮

学術研究支援総合センター

CAMPUS MAP

KOGANEI CAMPUS

小金井動物救急医療センター
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CLUB&CIRCLE

バレー
ボール部 竹桐会TUAT

Formula

ラート
競技部

バラ会

養蜂
サークル

宇宙工学
研究部

Lightus

吹奏楽団 のたっと狩り部

文化系サークル
● Buddy Club
● SF研究会
● TUAT Formula
● アカペラサークル ANIT
● 囲碁部
● 歌研究会
● 宇宙工学研究部Lightus
● 映画研究会
● エレクトーンサークル
● 演劇部
● カードゲームサークル
● 管弦楽団
● ギター部
● 競技かるた
● 競技麻雀部
● グリークラブ

● 軽音楽部
● 航空研究会
● 昆虫研究会
● 作曲 DTM サークル
● 茶道部
● 児童文化研究会（じゃり研）
● ジャグリングサークル@jug
● 写真部
● 将棋部
● 昭和歌謡愛好会
● 植物研究会
● 吹奏楽団
● ステージ研究会
● 電脳サークル
● 旅と鉄道研究会
● 竹桐会

● 天文部
● ピアノ部
● 美術部
● 文芸部
● マイクロコンピュータクラブ
● まちけん
● 漫画研究部
● ミニホースの会
● モダンジャズ研究会
● 野生動物研究会
● 落語研究会
● ロボット研究会R.U.R.
● フォークダンス部
● のこぽけ
●  Google Developer  

Student Club

体育系サークル
● スキー部
● ソフトテニス部
● ソフトボール部
● 卓球部
● 探検部
● テコンドー部
● 馬術部
● バスケットボール部
● バドミントン部
● バレーボール部
● ハンググライダー部
● 洋弓（アーチェリー）部
● ヨット部
● ラート競技サークル
● ラグビー部
● 陸上競技部

● ワンダーフォーゲル部
● 硬式庭球部
● ダンスサークル
● ツーリングカヌー部
● ハンドボール部

● 合気道部
● アメリカンフットボール部
● オリエンテーリング部
● 空手道部
● 弓道部
● 剣道部
● 硬式テニス部 Guarana
● 硬式野球部
● ゴルフ部
● サッカー部
● 自転車部
● 自動車部
● 柔道部
● 準硬式野球部
● 少林寺拳法部
● 水泳部

自主ゼミ
● 狩り部
● 変わり種工房
● 耕地の会
● ConnectA（コネクタ）
● ごみダイエットNOKO
● 食農ゼミ
● どんぐりの村
● 農工やさい塾
● のこすまいと
● のたっと
● ミミズコンポスト管理局
● MOWゼミ
● 森づくりの会
● 森の派出所
● 養蜂サークル
● 発酵ラボ

自然豊かなキャンパスでは四季の変化を感じることができます。東京農工大学で経験する学生生活は、ここでしか得られない貴重な
ものです。また、府中・小金井キャンパスの垣根を越えて交流が行われるサークル活動は、文化系から体育系までとさまざま。共通の
趣味や目的をもった仲間と充実したキャンパスライフを送ることができます。CAMPUS LIFE

4  5  6  7  8  9  　 　 10  11  12  1  2  3● 入学式
●  新入生オリエン
テーション

● 夏季休業
●  オープン 
キャンパス

●  学園祭 
（府中キャンパス）
●  秋のオープン 
キャンパス

●  大学入学 
共通テスト

● 冬季休業 ●  一般選抜 
（前期）

●  一般選抜 
（前期）
●  春季休業
●  卒業式

●  皐槻祭 
（小金井キャンパス）

前 学 期 後 学 期

EVENT CALENDAR

入学式 工学部 皐槻祭 工学部 オープンキャンパス 農学部 学科説明会 農学部 秋のキャンパスハイク 農学部 農工祭 卒業式

馬場馬術、障害馬術、クロスカントリーの3種目で競技に出場しています。2023
年11月の全日本学生馬術競技大会では、総合馬術競技で61年ぶりに団体準
優勝を達成！ 「人馬一体」を体感できる瞬間に醍醐味を感じます。

馬術部
CLOSE-UP

合気道部 ミニホース
の会

ダンス
サークル

「NHK学生ロボコン」優勝を目標に活動しています。2023年6月の大会では準
優勝を記録。部員のほとんどが初心者で先輩の指導を受けて、成長していま
す。ロボット製作やものづくりに興味がある人なら大歓迎です！

ロボット研究会 R.U.R
CLOSE-UP

44 45



学生生活サポート
経済的なことから、勉学環境、日常生活まで、誰もが利用できるバックアップ体制となっています。

東京農工大学では、学生一人ひとりに合わせて奨学金を用意しています。奨学金には、いくつか種類があり東京農工大学独自の奨学金、
日本学生支援機構の奨学金、地方公共団体・民間団体等の奨学金などがあります。

東京農工大学では、良好な学生生活と勉学の環境を提供するために学生寮を設置しています。
入寮条件などの詳細情報は、大学のホームページにて提供しています。近隣の賃貸アパート等
（1K、バス・トイレ付）の家賃相場は60,000円～75,000円ほどです。

府中キャンパス、小金井キャンパスにそれぞれ設置しています。医師、カウンセラー、看護師、非常勤学校医を有する本センターでは、学生の心身の
健康維持・増進を図るため、健康相談、カウンセリング、定期健康診断、病気やけがの応急処置などを行っています。

経済的な理由によって入学料・授業料の納付が著しく困難であり、かつ学業優秀であると認められる者
に対し、選考のうえ、入学料・授業料の全額または一部を免除する制度です。

経済的な理由によって入学料・授業料の納付
が著しく困難であり、かつ学業優秀であると認
められる者に対し、選考のうえ、前期猶予者に
ついては当該年度8月末日まで、後期猶予者
については当該年度2月末日まで入学料・授
業料の徴収を猶予する制度です。奨学金

保健管理センター

入学料・授業料免除制度について

東京農工大学では、独自の給付型奨学金制度を設けています。
修学支援のための経済支援奨学金、遠藤章奨学金、研究を支援
する研究奨励金「JIRITSU（自立）」などの制度があります。

東京農工大学独自の奨学金

問い合わせ先
府中地区学生支援室学生生活係　　TEL 042-367-5579
小金井地区学生支援室学生生活係　TEL 042-388-7011

地方公共団体・民間奨学財団が募集する奨学金は、大学を経由して
募集するものと、奨学団体が直接募集するものがあります。大学を経
由して募集するものは、各担当窓口にて案内しますので、希望する場
合には所定の期限内に申請手続きを行ってください。個人申請の場
合には、各募集先の申請方法を確認し手続きをしてください。なお、奨
学金は申請資格を満たしていても、必ず採用されるとは限りません。

地方公共団体・民間団体等の奨学金

令和5年度の募集実績はこちら
https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/fee/syogakki/
syogakkin_koukyou/

入学料・授業料

◆東京海洋大学（海洋工学部）との
単位互換は工学部・工学府のみとな
ります。＊印は多摩地区国立5大学
単位互換制度ではなく、本学が独自
に単位互換を実施している大学です。

多摩地区にある国立4大学（東京外国語大学、東京学
芸大学、電気通信大学、一橋大学）をはじめ、国際基督
教大学、東京海洋大学などの大学と単位互換制度
を結んでいます。キャンパスの枠を超えた多彩な履修
機会を無料で提供し、学生の学びへの意欲を積極
的にサポートします。

単位互換制度

学生寮・部屋探し

小金井キャンパス 
保健管理センター

場所│小金井キャンパス管理棟1階（専用入口有り）
予約・お問い合わせ│TEL 042-388-7171
受付日時│月～金：9:00～16:30

入学料・授業料徴収
猶予制度について

身体や感覚機能に障がいのある学生、その他さまざまな
修学上の問題を抱える学生を支援しています。
お問い合わせ│各保健管理センター
FAX│042-367-5559

特別修学支援室府中キャンパス 
保健管理センター

工学部総合会館・農学部福利厚生センター等

場所│府中キャンパス正門向かい
予約・お問い合わせ│TEL 042-367-5548・5189
受付日時│月～金：9:00～16:30

日本学生支援機構奨学金の貸与・給付を受けるには、経済的に困難というだけでな
く、成績等も含めた選考のうえ採用となります。

日本学生支援機構の奨学金

問い合わせ先│府中地区学生支援室 学生生活係　TEL 042-367-5579
　　　　　　　小金井地区学生支援室 学生生活係　TEL 042-388-7011

日本学生支援機構奨学金
第一種奨学金（無利子）

自宅通学者 45,000円、30,000円、20,000円（月額）から選択

自宅外通学者 51,000円、40,000円、30,000円、20,000円（月額）
から選択

第二種奨学金（有利子）

申込者の経済的な必要度に応じて月額2万円～12万円の中から、
1万円単位で選択できます。

給付奨学金

自宅通学者
29,200円（33,300円）、19,500円（22,200円）、
9,800円（11,100円）（月額） 
※生活保護世帯及び児童養護施設等から通学する人等はカッコ内の金額

自宅外通学者 66,700円、44,500円、22,300円（月額）

府中キャンパス 小金井キャンパス

寮名 楓寮（女子寮）※ 檜寮（混住） 桜寮（女子寮） 欅寮（男子寮）

部屋の規格 1人部屋（9m2） 1人部屋（16m2） 1人部屋（13～15m2） 1人部屋（14～20m2）

収容定員 48名 男子学生49名
女子学生62名 18名 200名

寄宿料（月額） 7,400円 37,800円 30,000円 30,000円

共益費（月額） なし 2,200円 15,000円 15,000円

諸経費 水光熱費・インターネット使用料など 共益費に水光熱費・インターネット使用料など含む

設備 共同風呂・共同トイ
レ・共同キッチン

シャワー・トイレ・
ミニキッチン付き バス・トイレ・ミニキッチン付き

令和2年度
区分 授業料 入学料 検定料
学部生

年額 642,960円 282,000円

17,000円
学部生（3年次編入生）

30,000円大学院生（産業技術専攻を除く）
大学院生（産業技術専攻）

多摩地区の国立大学を中心としたキャンパスで学べる

学
部

東京外国語大学／東京学芸大学／電気通信大学／一橋大学
国際基督教大学＊／東京海洋大学＊ ◆（海洋工学部のみ）
琉球大学＊／長岡技術科学大学＊

大
学
院

東京外国語大学／東京学芸大学
電気通信大学／国際基督教大学＊

東京海洋大学＊／上智大学＊

工学部総合会館

※学部生対象

学生の憩いの場、学生同士や学生と教職員の親睦を図るための施設として農学部内に「農学部福利厚生セン
ター」、工学部内に「工学部総合会館」の施設を設置。そのほか、学生の課外活動やレクリエーション等のための合
宿研修施設も用意しています。また、東京農工大学消費生活協同組合では食堂をはじめ、大学生活に便利な文房
具・オリジナルグッズの販売を行っています。

大学満足度

93%9
男女比

390名の教員が在職しており、学部生でみると教
員1人あたりの学生数は約9人、研究室でみると
平均2～3人。少人数による教育を行っています。

2021年度に実施した学生生活実態調査で
は、9割以上の学生が大学に満足している
という回答を得ることができました。

教員1人に対して学生

人約

数
字
で
見
る 

農
工
大

7.5:2.5
5:5

全国の理系国公立大学の中でもトップクラスの
女子学生比率。

農
学
部

工
学
部

※楓寮は老朽化のため募集を停止しています。

檜寮外観（北側）

欅寮外観（男子寮）

46 47



2025年度募集人員

入試情報 OPEN CAMPUS 2024
❶学校推薦型選抜において、産業動物獣医師養成枠として、農学部共同獣医学科で若干名募集します。
❷ 前期日程の募集人員には、学校推薦型選抜（産業動物獣医師養成枠）、社会人入試および私費外国人留学生入試の若干名
を含みます。
❸総合型選抜および学校推薦型選抜の合格者が募集人員に満たなかった場合は、その欠員分は前期日程の募集人員に加えます。

「入学者選抜要項」「一般選抜学生募集要項」「学校推薦型
選抜学生募集要項」は、本学ホームページでの掲載（PDF形
式）のみのため、印刷物の発行はありません。
なお、一般選抜および学校推薦型選抜ではWEB出願を実施
しています。
https://www.tuat.ac.jp/admission/nyushi_gakubu/

備
考

申し込み先
フォームに必要事項を入力し、内容を確認の上、送信してください。
インターネット・スマートフォン│https://www.univcoop.jp/tuat　FAX│042-352-7222

宅配に関する問い合わせ先
東京農工大学生協
電話│042-366-0762（夏季休業日・年末年始・土日・祝日を除く11:00～14:00）

東京農工大学 教学支援部 入試企画課　〒183-8538東京都府中市晴見町3-8-1　電話│042-367-5837、5544　

東京農工大学への進学を希望する受験生のみなさんを対象に、今年も東京農工大学のオープンキャンパスを開催します。保護者の方々、高校の
先生、塾・予備校関係者の参加も大歓迎。お誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

参加申し込み 事前のお申し込みが必要です。WEBサイトからお申し込みください。
※開催日により説明する学科が異なります。定員になり次第、締め切る場合があります。

各学園祭の学生委員が主体となって企画・実施をします。

上記の日時で開催予定ですが、変更する場合もございます。参加される前に必ず本学WEBサイトにてご確認ください。

※この情報は2024年3月時点の内容です。必ず本学WEBサイトにて最新の情報を確認してください。

入試に関する問い合わせ先

農学部広報担当▶電話：042-367-5799 E-mail：a-koho@cc.tuat.ac.jp　
工学部広報担当▶電話：042-388-7741 E-mail：k-koho@cc.tuat.ac.jp

問い合わせ

https://www.tuat.ac.jp/
admission/opencampus/

一般選抜 総合型選抜
学校推薦型選抜

特別選抜

前期日程 後期日程 ゼミナール入試 SAIL入試 社会人入試 私費外国人留学生
入試

出願期間（2025年度入試） 1/27～2/5 10/4～10/10 9/2～9/9 1/16～1/22 1/16～1/22 1/17～1/27

選抜期日（2025年度入試） 2/25 3/12 11/23 9/27 2/25・2/26 2/26

学部 学科 入学定員 募集人員（人）

農
学
部

生物生産学科 57 38 13
募集しない

募集しない

6 若干名 若干名

応用生物科学科 71 47 16 8 〃 〃

環境資源科学科 61 40 12 3 6 〃 〃

地域生態システム学科 76 53 15
募集しない

8 〃 〃

共同獣医学科 35 25 6 4 募集しない 〃

学部計 300 203 62 3 32

工
学
部

生命工学科 81 42 25

募集しない

7 7

募集しない

若干名

生体医用システム工学科 56 28 18 6 4 〃

応用化学科 81 42 36 募集しない 3 〃

化学物理工学科 81 41 31 5 4 〃

機械システム工学科 102 52 37 5 8 〃

知能情報システム工学科 120 64 42 7 7 〃

学部計 521 269 189 30 33

合計 821 472 251 3 30 65

大学案内 入試情報 総合型選抜学生募集要項
（ゼミナール・SAIL）

特別選抜学生募集要項
（社会人・私費外国人留学生）

5月中旬 6月下旬 7月下旬 8月下旬
東京農工大学生協（宅配） ○ ○ ○ ○

テレメール ○ ○ ○ ○
モバっちょ ○ ○ ○ ○

農学部
日程 対象 名称（内容）

8月9日（金） 環境資源科学科 ●夏休み一日体験教室

8月3日（土） 共同獣医学科

●学科説明会
10:00～12:00／
13:30～15:30
学科の教育・研究の紹介、模擬
授業、キャンパスツアーなど（学科
により内容が異なります。）

8月5日（月） 生物生産学科

8月7日（水） 地域生態システム学科

8月8日（木） 環境資源科学科

8月9日（金） 応用生物科学科

10月6日（日） 生物生産学科 ●秋のキャンパスハイク
9:30～10:30／
11:30～12:30／
14:00～15:00
在学生がキャンパス内をご案内し
ます。国の登録有形文化財の農
学部本館や東京とは思えない広
大な農場など農学部の教育環境
を紹介します。

10月13日（日） 応用生物科学科

10月20日（日） 地域生態システム学科

11月3日（日） 共同獣医学科

11月17日（日） 環境資源科学科

東京農工大学生協（宅配）インターネット、携帯電話・スマートフォンまたはFAXにてお申し込みください。

入試関係資料について（予定）

インターネット│http://djc-mb.jp/tuat2/
インターネットのみの利用となります。パソコン、携帯電話各社・スマートフォンともアドレスは共通。携帯電話・スマートフォンから請求すると、月々の通話料金と一緒にお支払いいただけ
ます。クレジットカード払い、コンビニ後払いも選択できます。資料請求代金に加えて、携帯払い、クレジットカード払いは50円、コンビニ後払いは126円の支払い手数料が別途必要で
す。携帯電話・スマートフォンの機種、携帯電話会社との契約内容によっては携帯払いがご利用いただけない場合があります。

モバっちょ  携帯電話・スマートフォンまたはパソコンにより請求することができます。お急ぎの方は宅配便のご利用もできます。

テレメールで請求した資料のお届け・個人情報に関するお問い合わせ・お申し出先 　テレメールカスタマーセンター（IP電話）│ 050-8601-0102（受付時間9:30～18:00）

テレメールのサイトに
アクセスしてください。
https://telemail.jp

テレメール  インターネットにより請求することができます。

1

工学部
日程 対象 名称（内容）

8月1日（木）

全学科

●夏のオープンキャンパス
～学部説明会～
全体説明会
8月1日（木） 10:00～12:00
学科別説明会
8月1日（木） 13:00～15:00
8月2日（金） 10:00～12:00

8月2日（金）

11月17日（日） 全学科

●秋のオープンキャンパス
～研究室大公開～
学科別説明会
13:00～15:00

※各開催日とも、来場参加型・オンライン配信を予定しています。
※ 新型コロナウイルス感染症の状況によって、来場参加型の中止や内容変更をすることがあります。

911/8 ,

FRI ,10

SAT

SUN

模擬店、野菜市、ライブステージ、受験生相談や研究室公開など、さ
まざまな企画が催されます。なお、農学部主催の「農学サイエンスフェ
スタ（ポスターによる研究紹介）」などが同期間に開催されます。

毎年5月に行われます。受験生や地域の方々に本学を知ってもらう
機会とするとともに、在学生に学年や学科、サークルの垣根を越えて
交流してもらう機会としています。2023年に第1回が開催されました。

学園祭 2024
皐槻祭（小金井キャンパス） 農工祭（府中キャンパス）

ご希望の資料の資料請求番号を入力してください。
QRをご利用の場合は入力不要です。

総合型選抜学生募集要項 581780
大学案内 562320総合型選抜学生募集要項

＋大学案内 582440

特別選抜学生募集要項 582340 入試情報 547140

2 ガイダンスに従ってお届け先等を
登録してください。3

資料の料金は、お届けする資料に同封の支
払い方法をご確認の上、資料到着後２週間
以内に表示料金をお支払いください。 5/19

SUN
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JR中央線

東京メトロ
銀座線

東京メトロ
副都心線

京王線

京王相模原線
府中本町

小田急線

JR総武線

JR埼京線

秋葉原

新橋
浜松町

品川大崎

JR山手線

JR宇都宮線・高崎線

JR横浜線 JR南武線

JR武蔵野線

上野

赤羽

大宮

吉祥寺三鷹

明大前

立川 西国分寺八王子

調布

分倍河原

登戸

町田

橋本
行
急
浜
京

羽田
空港

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

渋　谷 東　京

新　宿

国分寺

府　中

北府中

東小金井武蔵小金井

池　袋

府中キャンパス 小金井キャンパス
★ ★

府中キャンパス 小金井キャンパス
〒183-8509 
東京都府中市幸町3-5-8

〒184-8588 
東京都小金井市中町2-24-16

交通案内
● JR中央線「国分寺駅」下車→南口2番乗場から「府中駅行バス（明

めい
星
せい

学苑経由） 」約10分「晴
はる

見
み

町
ちょう
（東京農工大学前）」バス停下車

● 京王線「府中駅」下車→北口バスターミナル3番乗場から「国分寺駅南口
行バス（明

めい
星
せい
学苑経由）」約7分「晴

はる

見
み

町
ちょう
（東京農工大学前）」バス停下車

● JR武蔵野線「北府中駅」下車、徒歩約12分

交通案内
● JR中央線「東小金井駅」下車、南口徒歩８分、nonowa口徒歩約6分
● JR中央線「武蔵小金井駅」下車、徒歩約20分

東京農工大学の学部、大学
院、入試情報のほか、オープ
ンキャンパスや相談会、説明
会のイベント情報など、さまざ
まな情報を発信。ドローンを
使用して空撮した両キャンパ
スの映像は必見です。

東京農工大学ウェブサイト

https://www.tuat.ac.jp/
受験生の気になるキャンパス
ライフ情報を公開しています。
研究室やサークル、農工大
生の1日の様子、活躍する卒
業生、学生生活の情報など、
受験生の皆様へ向けた情報
をお届けします。

受験生向け特別サイト

http://web.tuat.ac.jp/~admiss/

ACCESS MAP

Instagram X

東京農工大学の“今”をつ
ぶやきます！ プレスリリース
やイベント情報、サークル
の活動、卒業生の近況な
ど、バラエティに富んだ内
容でつぶやいています。

@TUAT_all

LINE

都心からアクセス良好な2つのキャンパス

@tuat_
hakkenkoken
大学で開催されたイベント
やキャンパスの日常、クラブ・
サークル活動の様子を公式
キャラクターの「ハッケン コ
ウケン」が発信しています。

@tuat
オープンキャンパスなど学内
外で開催するイベント情報、
入試に関する情報などをお
届けします。農工大公式キャ
ラクター「ハッケンコウケン」
のLINEスタンプもあります。




